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な
水
と
緑
、
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あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち

広
報

　11月２日（日）に孔子公園
であった「泗水秋まつり」のス
テージイベント「祭孔大典（さ
いこうたいてん）」です。
　色鮮やかな衣装を着た舞生
（まいせい）などが幻想的な踊
りを披露しました。
（12ページに関連記事）
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紙面より

平成19年度決算
菊池市子ども議会

インフルエンザから“身”を
守りましょう（健康だより）

新型インフルエンザとは

菊池市健康づくり教室
参加者募集

菊池市地域通貨「一会」
12月１日から販売・使用開始

原油価格などの高騰に伴う
緊急支援を行います
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歳入決算額
223 億 4,832 万 7 千円

市税
54億4,319万7千円

24.4％

地方交付税
77億7,715万4千円

34.8％

国庫支出金
19億5,229万4千円

8.7％

市債
19億2,646万3千円

8.6％

繰越金
5億399万6千円

2.3％

自主財源

依存財源
143億9,518万1千円

61.7%

79億5,314万6千円
35.7%

使用料および手数料
3億9,730万8千円

1.8％

分担金および負担金
4億1,865万5千円

1.9％

県支出金
15億4,713万6千円

6.9％

地方譲与税・交付金等
11億9,213万4千円

5.3％

財産収入・寄附金・諸収入
5億8,147万9千円

2.6％

繰入金
6億851万1千円

2.7％

歳出決算額
211 億 7,414 万 5 千円

公債費
30億96万9千円

14.2％

教育費
20億5,004万2千円

9.7％

総務費
26億8,352万9千円

12.7％

民生費
59億1,697万3千円

27.9％土木費
24億5,297万4千円

11.6％

農林水産業費
19億8,631万8千円

9.4％

災害復旧費
7,051万1千円

0.3％

議会費
1億9,295万5千円

0.9％

消防費
8億5,925万3千円

4.1％

商工費
2億1,514万6千円

1％ 衛生費
17億4,550万2千円

8.2％

平成19年度各特別会計別決算状況

特別会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 64億9,002万1千円 64億7,917万7千円

老人保健医療事業特別会計 66億614万2千円 64億9,283万4千円

介護保険事業特別会計 40億8,964万2千円 39億6,026万3千円

簡易水道事業等特別会計 3億8,449万2千円 3億7,254万6千円

公共下水道事業特別会計 16億9,312万8千円 16億9,312万8千円

特定環境保全
公共下水道事業特別会計

5億3,548万7千円 5億3,548万7千円

地域生活排水処理事業
特別会計

7,583万5千円 7,583万3千円

農業集落排水事業特別会計 6億3,842万5千円 6億3,842万4千円

特別養護老人ホーム
特別会計

15億6,086万2千円 14億475万8千円

平成19年度に
使われたお金（一般会計）を
菊池市民１人あたりに換算すると

404,859円
（平成20年3月末人口:52,300人で算出）

平成19年度に
納められたお金（一般会計・市税）を
菊池市民１人あたりに換算した税金額は

104,076円
（平成20年 3月末人口 :52,300人で算出）

民生費

113,135円

農林水産業費

総務費

51,310円

衛生費

33,375円

商工費

4,114円

消防費

16,429円

災害復旧費

1,348円

37,979円

土木費

46,902円

教育費

39,198円

公債費

57,380円

議会費

3,689円

内　訳

用
語
の
説
明

●自主財源
　市税や負担金などで、市が自主的に収入しているものです。
▲依存財源
　地方交付税や国・県支出金および市債などで、市が自主的に収入
を確保できないものです。

市債および基金の現在高（一般会計）

区　分 平成19年度末現在高 市民１人あたりに換算

市債（国などから借
りたお金） 270億 930万 4千円 516,430 円

基金（市が蓄えてい
るお金） 72億 8,306 万 2千円 139,255 円

※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※平成 20年 3月末人口：52,300 人で算出

●
市
税

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
お
金
で
す
。

●
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

　

保
育
所
の
保
育
料
な
ど
と
し
て
入
っ

て
き
た
お
金
で
す
。

●
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

　

公
営
住
宅
の
家
賃
な
ど
と
し
て
入
っ

て
き
た
お
金
で
す
。

●
財
産
収
入
・
寄
附
金
・
諸
収
入

　

市
が
持
っ
て
い
る
土
地
や
建
物
の
貸

し
付
け
な
ど
で
入
っ
て
き
た
お
金
で

す
。

●
繰
入
金

　

基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で

す
。

●
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金
で
す
。

●
市
債

　

市
が
国
な
ど
か
ら
借
り
た
お
金
で
す
。

●
県
支
出
金

　

市
の
特
定
事
業
に
対
し
て
、
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金

　

市
の
特
定
事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　

国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
な

ど
）
の
一
部
か
ら
、
市
の
財
政
状
況

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
地
方
譲
与
税
・
交
付
金
等

　

国
税
の
一
部
を
一
定
の
基
準
で
市
に

譲
与
さ
れ
た
お
金
で
す
。

　
　

平
成
19
年
度
決
算
と
は
、
平
成

19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月

31
日
ま
で
の
収
入
支
出
の
実
績
の
こ

と
で
す
。

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
、
歳
入
２
２
３
億
４
、
８
３

２
万
７
千
円
（
対
前
年
比
６
・
１
％

減
）、
歳
出
２
１
１
億
７
、
４
１
４

万
５
千
円
（
対
前
年
比
９
・
１
％
減
）

で
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
11
億
７
、

４
１
８
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
が
77
億
７
、

７
１
５
万
４
千
円
（
対
前
年
比
２
・

３
％
減
）
と
な
っ
て
お
り
、
国
に
お

い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
の

改
革
の
影
響
が
大
き
く
、
歳
入
全
体

か
ら
見
た
場
合
、
依
然
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
費

の
主
な
も
の
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
、
鴨
川
公
園
整
備
事
業
、

ほ
た
る
の
里
ふ
れ
あ
い
総
合
公
園
整

備
事
業
、
泗
水
小
学
校
耐
震
事
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
一
般
会
計
決

算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

菊
池
市
の
家
計
簿
平
成
19
年
度
決
算

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
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の
で
、
教
育
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
け
れ
ば
ご
案
内
し
ま
す
。（
生

涯
学
習
課
）

林　

佑
弥
議
員
（
菊
池
南
中
）

質
問
▼
商
店
街
の
活
性
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

答
弁
▼
今
後
は
、「
隈
府
中
央
線
」

整
備
の
ほ
か
、「
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

「
案
内
・
情
報
サ
イ
ン
」
整
備
な
ど

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、今
年
度
か
ら
「
空
き
家
・

空
き
店
舗
活
用
事
業
」
に
取
り
組
み
、

商
店
街
を
訪
れ
る
買
物
客
や
観
光
客

の
数
を
増
や
し
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（
商
工
観
光
課
）

西
田
拓
十
議
員
（
菊
池
南
中
）

質
問
▼
水
資
源
を
利
用
し
た
計
画
に

つ
い
て

答
弁
▼
農
林
水
産
業
と
観
光
を
連
携

さ
せ
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、

産
業
へ
の
活
用
な
ど
特
色
の
あ
る
振

興
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
豊

か
な
自
然
を
活
か
し
た
ホ
タ
ル
フ
ェ

ス
タ
、
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
事
業
を
行
い
、
観
光
客
誘
致

に
努
め
て
い
ま
す
。（
商
工
観
光
課
）

早
川
宗
佑
議
員
（
菊
池
北
中
）

質
問
▼
観
光
客
用
の
看
板
設
置
と
定

期
的
な
清
掃
に
つ
い
て

答
弁
▼
外
国
人
向
け
の
案
内
看
板
な

ど
を
整
備
し
、
清
掃
な
ど
は
設
置
し

た
機
関
が
実
施
す
べ
き
な
の
で
、
市

で
設
置
し
た
箇
所
は
、
そ
の
後
の

維
持
管
理
に
関
し
て
も
地
域
住
民
の

協
力
を
得
て
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

中
山　

翔
議
員
（
旭
志
中
）

質
問
▼
他
県
に
観
光
地
と
し
て
広
告

し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
も
っ
と
人

が
集
ま
る
た
め
に
は
お
年
寄
り
や
子

ど
も
が
楽
し
め
る
公
園
や
交
流
の
場

が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
？

答
弁
▼

•
「
旭
志
老
人
い
こ
い
の
家
」
の
改

修
や
、
菊
池
地
区
で
は
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
高
齢
者
が
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
が
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。（
生

き
が
い
推
進
課
）

•
現
在
、
水
と
触
れ
合
え
る
「
菊

池
川
水
辺
公
園
」
と
、
足
湯
、
あ

ず
ま
屋
を
つ
く
り
市
民
や
観
光
客

の
い
こ
い
の
場
と
な
る
「
ま
ち
か

ど
広
場
」
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
年
を
通
し
て
菊
池

公
園
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
花
壇
の
整
備
を
行
う
予
定
で

す
。（
都
市
整
備
課
）

•
他
県
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
は
、
旅
行
会

社
や
雑
誌
社
な
ど
に
商
品
を
売
り

込
む
「
商
談
会
」
を
開
催
し
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
ま
す
。（
商
工
観
光

課
）

豊
岡　

真
吾
議
員
（
菊
池
北
中
）

質
問
▼
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を

答
弁
▼
現
在
、
市
内
に
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
、
有
効
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

合
宿
所
と
し
て
は
、
七
城
町
に
木
の

研
修
交
流
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

旅
館
も
合
宿
に
お
越
し
の
学
生
な
ど

に
合
わ
せ
て
低
料
金
で
の
宿
泊
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。（
社

会
体
育
課
）

境　

祐
輔
議
員
（
菊
池
北
中
）

質
問
▼
高
齢
者
と
の
触
れ
合
い
の
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い

答
弁
▼
老
人
福
祉
施
設
で
は
、
小
中

学
生
と
高
齢
者
の
触
れ
合
い
に
よ
り
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
積
極
的
に
交
流
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

教
育
委
員
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
担
当

部
署
と
連
携
し
、
高
齢
者
と
中
学
生

の
交
流
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。（
生
き
が
い
推
進
課
）

和
合
真
希
議
員
（
泗
水
中
）

質
問
▼
拉
致
問
題
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

答
弁
▼
市
と
し
て
の
独
自
の
取
り
組

み
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
に

も
で
き
る
活
動
と
し
て
、
集
会
・
街

頭
署
名
活
動
へ
の
参
加
、
支
援
金
の

協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
人
権
問
題
と
し
て
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
で
す
。（
総
務
課
）

青
木
未
央
議
員
（
泗
水
中
）

質
問
▼
エ
コ
活
動
の
取
り
組
み
状
況

と
各
職
場
へ
の
エ
コ
デ
ー
導
入
の
よ

び
か
け
を

答
弁
▼

•
市
役
所
で
は
環
境
に
関
す
る
国
際

規
格
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
０
０
１
」
を

認
証
取
得
し
、
環
境
に
良
い
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
環
境
に
良
い
方
法
を

心
が
け
て
も
ら
う
よ
う
、
市
の
行

事
が
あ
る
時
は
で
き
る
限
り
乗
り

合
わ
せ
を
呼
び
か
け
た
り
、
買
い

物
の
際
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん

や
菊
池
市
内
の
事
業
所
へ
も
環
境

に
良
い
活
動
を
心
が
け
て
も
ら
え

る
よ
う
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
総
務
課
）

•
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
０
０
１
の
認
証
取
得

や
、
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、「
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
つ

く
り
、
率
先
し
て
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
く
環
境
基
本
計
画
を
ま
と
め

て
い
ま
す
が
、
市
、
事
業
者
、
市

民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し
て
行

動
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
環
境

配
慮
指
針
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。（
環
境
課
）

酒
井
美
彩
都
議
員
（
七
城
中
）

質
問
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
げ

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
▼

•
菊
池
市
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
拠
点
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
併
設
さ
れ
て
い
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
や
体
験
活

動
（
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
）
な
ど
の

人
材
養
成
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
情
報
の
収
集
、
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
菊

池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
」
で
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

よ
り
」
の
発
行
や
講
習
会
、
交
流

会
を
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
広
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
福
祉
課
）

•
「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と
海

づ
く
り
デ
ー
」
な
ど
の
一
斉
清
掃

活
動
や
、
行
政
区
、
老
人
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
清
掃
美

化
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
市

民
に
広
げ
る
た
め
、
区
長
さ
ん
や

生
活
環
境
推
進
委
員
さ
ん
を
通
し

て
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
て
お
り
、

広
報
や
各
種
団
体
へ
の
呼
び
か
け

も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。（
環

境
課
）

田
代　

楓
議
員
（
七
城
中
）

質
問
▼
自
転
車
免
許
証
の
配
布
と
交

通
安
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
▼
小
学
３
年
生
を
対
象
と
し
た

自
転
車
教
室
で
、
受
講
者
に
は
、「
自

転
車
安
全
教
室
」
と
記
載
し
た
ス

テ
ッ
カ
ー
と
受
講
済
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
免
許
証
に
代
え
て

交
付
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
。（
安
全
対
策
課
）

井
上
翔
太
議
員
（
菊
池
南
中
）

質
問
▼
街
灯
の
増
設
と
安
心
し
て
過

ご
せ
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

答
弁
▼
防
犯
灯
設
置
に
関
し
て
は
、

区
か
ら
の
申
請
、
要
望
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
区
長
さ
ん
と
相
談
し
な
が

ら
「
防
犯
灯
」
の
設
置
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
菊
池
安
全
安

心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成
し
、
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
た
車
で
、
現
在
菊

池
南
・
菊
池
北
・
七
城
・
旭
志
・
泗

水
の
各
地
域
を
週
一
回
の
割
合
で
巡

回
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

自
主
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。（
安
全
対
策
課
）

永
田
光
大
議
員
（
旭
志
中
）

質
問
▼
通
学
路
に
街
灯
を
も
っ
と
設

置
し
て
ほ
し
い

答
弁
▼
申
請
が
あ
れ
ば
設
置
で
き
る

よ
う
対
応
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
複

数
で
の
登
下
校
、
早
め
の
帰
宅
、
防

犯
ブ
ザ
ー
の
携
行
な
ど
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
不
審
者
を
見
か
け
た

場
合
は
、
自
分
の
安
全
を
確
保
し
、

１
１
０
番
通
報
、
ま
た
は
近
く
の
住

民
の
方
に
協
力
を
求
め
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
安
全
対
策
課
）

本
島
春
果
議
員
（
菊
池
北
中
）

質
問
▼
市
内
中
学
校
合
同
で
素
敵
な

芸
術
鑑
賞
を

答
弁
▼
収
容
人
員
や
会
場
ま
で
の
移

動
な
ど
を
考
え
る
と
、
現
時
点
で
は

学
校
単
位
で
利
用
し
て
い
る
文
化
庁

の
「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」

や
、
熊
本
県
の
「
い
き
い
き
芸
術
体

験
教
室
」
の
開
催
で
な
い
と
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。（
学
校
教
育
課
）

渡
邉
彰
仁
議
員
（
旭
志
中
）

質
問
▼
生
徒
会
活
動
の
発
表
の
場
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い

答
弁
▼
生
徒
会
自
身
や
生
徒
会
同
士

で
そ
の
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
指
導
の
先
生
に
、

生
徒
会
活
動
の
情
報
交
換
の
場
を
設

け
て
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
教
育
委
員
会

で
も
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
よ
り
良

い
学
校
作
り
が
で
き
る
よ
う
応
援
し

て
い
き
ま
す
。（
学
校
教
育
課
）

田
原
未
南
子
議
員
（
旭
志
中
）

質
問
▼
国
民
年
金
制
度
の
状
況
と
将

来
に
つ
い
て

答
弁
▼
国
民
年
金
は
国
が
運
営
す
る

制
度
で
、現
在
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
郵
送
し
て
記
録
に
間
違
い
が
な
い

か
確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役

所
で
も
市
民
課
窓
口
で
相
談
を
受

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
１
円
で
も
多

く
の
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
年
金
を
扱
う

社
会
保
険
庁
と
い
う
組
織
が
見
直
さ

れ
、
皆
さ
ん
が
成
人
し
て
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
ろ
に
は
、
新
し
い
組

織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。（
市
民
課
）

大
島　

悠
議
員
（
泗
水
中
）

質
問
▼
泗
水
の
昔
な
が
ら
の
ま
つ
り

開
催
の
た
め
に
予
算
の
見
直
し
を

答
弁
▼
地
元
か
ら
強
い
要
望
で
平
成

20
年
度
よ
り
財
政
的
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
な
地
域
の

祭
り
イ
ベ
ン
ト
は
、
３
カ
年
の
支
援

に
と
ど
め
、
自
主
開
催
の
方
向
へ
導

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
商
工
観

光
課
）

迫　

勇
太
議
員
（
七
城
中
）

質
問
▼
菊
池
電
車
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い答
弁
▼
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、

電
車
や
バ
ス
な
ど
の
事
業
者
は
苦
し

い
経
営
を
強
い
ら
れ
、
市
町
村
が
赤

字
を
補
て
ん
し
、
路
線
の
維
持
・
確

保
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
電
車
を
通
す
こ
と
は
巨
額
の
建

設
費
用
ば
か
り
で
な
く
、
運
行
し
て

も
大
き
な
赤
字
が
発
生
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
現
状
で
は
電
車
を
通
す

こ
と
は
、
大
変
難
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。（
企
画
振
興
課
）

莟　

綾
乃
議
員
（
七
城
中
）

質
問
▼
菊
池
の
伝
統
芸
能
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

答
弁
▼
菊
池
北
小
学
校
で
は
狂
言
に

取
り
組
み
、
発
表
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
地
域
の
子
ど
も
た
ち

や
小
学
校
を
対
象
に
、
神
楽
や
獅
子

舞
、
太
鼓
な
ど
の
指
導
を
行
い
、
後

継
者
育
成
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
も
あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
伝
統
芸

能
を
見
る
場
や
伝
統
芸
能
教
室
の
開

設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
芸
能

の
開
催
日
や
場
所
は
把
握
し
て
い
る

安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

西
山
遥
菜　
委
員
長
（
菊
池
南
中
）

田
原
未
南
子　
書
記
（
旭
志
中
）

　

10
月
18
日
（
土
）
に
菊
池
市
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
５
つ
の
中
学
校
の
代
表
21
人
が
子
ど
も
議
員
（
青
木
未
央
議
長
・
泗
水
中
）

と
な
り
、
菊
池
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
市
執
行
部
に

投
げ
か
け
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」「
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」「
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
３
つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
、
市

執
行
部
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
議
場
に
移
り
、
市
長
に
対
し

て
各
委
員
会
の
委
員
長
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
抜
粋

し
て
紹
介
し
ま
す
。

菊
池
市
子
ど
も
議
会

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

委
員
会

久
川
華
奈　
委
員
長
（
泗
水
中
）

和
合
真
希　
書
記 （
泗
水
中
）

本会議場での委員長報告

発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

委
員
会

菅　
朱
香　
委
員
長
（
泗
水
中
）

大
島　
悠　
書
記
（
泗
水
中
）
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TOPICS
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

西
山
遥
菜
委
員
長
（
菊
池
南
中
）

質
問
▼
菊
池
市
で
は
最
近
、
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、自
転
車
・

自
動
車
の
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
か
？

答
弁
▼
現
在
、
学
校
ご
と
に
小
学
校

３
年
生
を
対
象
に
自
転
車
教
室
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
・
自
動

車
の
交
通
マ
ナ
ー
に
限
ら
ず
、
歩
行

者
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
、
春
・
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
や
、
毎
月
１
日
、

10
日
、
20
日
の
「
県
下
一
斉
交
通
安

全
の
日
」
に
は
菊
池
市
交
通
指
導
員

の
皆
さ
ん
に
よ
る
街
頭
指
導
と
、
交

通
安
全
広
報
車
に
よ
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
交
通

事
故
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
菊
池
市
と
菊
池
警
察
署

で
は
、
今
年
７
月
10
日
に
連
絡
協
議

会
を
作
り
、
毎
月
１
日
を
「
安
全
安

心
き
く
ち
の
日
」
と
定
め
、
区
長
会

を
は
じ
め
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安

全
協
会
な
ど
、
市
民
団
体
の
方
と
横

の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
で
巡
回
す
る
な
ど
し
て
、
交

通
安
全
指
導
や
犯
罪
防
止
の
た
め
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

再
質
問
▼
今
現
在
、
自
転
車
２
人
乗

り
な
ど
の
問
題
は
残
っ
て
お
り
、
不

十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
安

全
安
心
き
く
ち
の
日
」
は
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

答
弁
▼
自
転
車
の
指
導
に
関
す
る
今

後
の
取
り
組
み
は
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

先
生
方
な
ど
気
づ
い
た
人
が
注
意
で

き
る
体
制
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
を
含
め
て
市
民
の
安
全

安
心
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
安

全
安
心
き
く
ち
の
日
」
は
、
こ
れ
ま

で
各
団
体
ご
と
の
計
画
で
街
頭
指
導

や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
を
、
統
一
行
動
日
と
し

て
月
に
１
回
活
動
し
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
安
全
や
犯
罪
の
防
止
に
努

め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

菅　

朱
香
委
員
長
（
泗
水
中
）

質
問
▼
い
ろ
い
ろ
な
問
題
で
、
酪
農

業
を
や
め
ざ
る
を
得
な
い
農
家
の
方

が
増
え
る
と
し
た
ら
、
市
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
取
り
ま
す
か
？

答
弁
▼
輸
入
農
畜
産
物
の
増
加
や
価

格
の
低
迷
、
飼
料
や
燃
料
の
値
上
が

り
で
影
響
を
受
け
た
農
林
業
者
に
対

し
て
、
経
営
を
続
け
て
い
く
た
め
に

必
要
な
お
金
を
貸
し
付
け
る
制
度
が

設
け
ら
れ
、
菊
池
市
と
し
て
は
、
約

10
億
円
の
貸
付
枠
を
確
保
し
、
利
子

が
無
利
子
か
１
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
い

利
率
と
な
る
よ
う
、
利
子
補
給
補
助

金
の
予
算
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
畜

産
農
家
で
は
堆
肥
舎
は
特
別
に
５
年

間
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
減
額
が

終
わ
っ
た
施
設
に
つ
い
て
も
、
本
年

度
か
ら
新
た
に
５
年
間
の
減
額
を
行

う
な
ど
の
方
法
を
取
り
な
が
ら
、
各

農
家
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
他
、

各
種
機
械
な
ど
に
か
か
る
償
却
資
産

の
税
金
に
つ
い
て
、
一
部
を
減
額
す

る
支
援
策
の
検
討
や
、
経
済
対
策
・

景
気
対
策
を
趣
旨
と
し
て
、
10
パ
ー

セ
ン
ト
の
特
典
（
５
、０
０
０
円
で

５
、５
０
０
円
の
買
い
物
が
で
き
る
）

を
付
け
、
菊
池
市
内
を
限
定
し
て
買

い
物
す
る
と
き
に
使
え
る
「
地
域
通

貨
」
の
実
施
を
計
画
し
、
激
変
す
る

菊
池
市
の
農
業
・
産
業
発
展
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問
▼
私
た
ち
の
世
代
が
も
っ
と

農
業
に
つ
い
て
興
味
を
持
て
る
よ

う
な
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
す

か
？

答
弁
▼
菊
池
市
で
は
、
幼
稚
園
や
保

育
園
を
は
じ
め
市
内
の
す
べ
て
の
小

中
学
校
で
、
農
業
体
験
学
習
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
校
で
は
、

職
場
体
験
や
農
家
に
泊
ま
り
こ
ん
で

農
業
を
体
験
す
る
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ

お
よ
び
勤
労
体
験
学
習
な
ど
で
農
業

の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
が
小
さ
い
時
か
ら
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
農
業
に
つ
い
て
興
味
を

持
ち
、
農
業
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ

後
継
者
が
一
人
で
も
多
く
就
業
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

久
川
華
奈
委
員
長
（
泗
水
中
）

質
問
▼
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
捨
て

て
い
く
も
の
も
、
世
界
の
子
ど
も
た

ち
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
開
発
途
上
国
へ

の
物
資
援
助
を
市
で
も
活
動
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
？

答
弁
▼
そ
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
機
関
と
し
て
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

物
品
提
供
は
品
物
が
限
定
さ
れ
て
お

り
、
衣
服
や
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
な
ど
は

基
本
的
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
楽
器
類
、

教
材
な
ど
提
供
で
き
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
菊
池
市
に
は
３
年
前
に

菊
池
国
際
交
流
協
会
が
設
立
さ
れ
て

お
り
、
市
と
一
緒
に
な
っ
て
国
際
交

流
や
国
際
援
助
な
ど
い
ろ
ん
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
提
案
は
、

世
界
の
平
和
の
た
め
に
大
変
有
意
義

な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
国
際
交

流
協
会
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ま
た
、
関
係

機
関
と
も
十
分
相
談
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

再
質
問
▼
「
菊
池
国
際
交
流
協
会
」

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
私
た

ち
中
学
生
に
も
で
き
る
活
動
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

答
弁
▼
「
菊
池
国
際
交
流
協
会
」

は
、
平
成
18
年
３
月
に
発
足
し
、
各

種
団
体
代
表
や
個
人
の
皆
さ
ん
約
80

人
の
会
員
か
ら
な
り
、
菊
池
市
に
住

ん
で
い
る
外
国
人
（
約
２
０
０
人
）

が
、
多
く
の
友
だ
ち
や
知
り
合
い
を

作
っ
て
楽
し
く
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
な
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。
韓
国
や
中
国
の
友
好
交
流
都
市

（
韓
国
は
忠
清
北
道
の
清
原
郡
、
全

羅
北
道
の
金
堤
市
、
中
国
は
山
東

省
泗
水
県
）
を
は
じ
め
と
し
て
海
外

交
流
で
も
、
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
中

学
生
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
積
極
的

に
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
発
途
上
国
へ
の
援
助
物

資
な
ど
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

提
供
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成20年度菊池市女性の会交通安全ふれあいミニバレーボール大会
　菊池体育センターで、菊池市女性の会交通安全ふれあいミニバレー
ボール大会が開催されました。この大会は、菊池市女性の会（永田澄
代会長）が主催し、スポーツを通して会員相互の親睦と融和を図ると
ともに、広く交通安全を呼びかけることを目的として行われたもので
す。
　同会の会員 109人・16チームが参加し、七城より参加の「W高チー
ム」が優勝を収めました。競技中は、各コート内・外から歓声が起こ
り、参加者は親睦を深めながら爽やかな汗を流しました。
　また、試合後、初めての試みとして「福引大会」が実施され、会員
手作りのメダルや造花・パンなどの賞品に、参加者は大喜びでした。
上位の結果は次のとおりです。
優　勝　W高チーム（七城）
準優勝　なでしこチーム（七城）
３　位　フレンドチーム（菊池）、プリンスチーム（七城）菊池体育センターであった大会

　菊池市商工会（笠　愛一郎会長）が、中心商
店街を構成する「立町親栄会」（井上啓会長）に、
休憩スペース用のベンチ５脚を寄贈しました。“高
齢者にひと休みの場を”と今回初めて贈られたも
ので、ベンチは市内に工場を持つ 14社でつくる
「菊池市工業連絡協議会」（寺田章三会長）が、商
工会からの特別注文を受け製作しました。
　寄贈式には関係者などが出席し、井上会長が
「我々の町には休む場所が少ないと言われていま
した。このベンチでひと休みしながら街中散策を
してもらいたい」とあいさつ。早速関係者が設置
された椅子に腰掛け、座り心地を確かめました。
　今後、ほかの商店街にも贈られる予定で、商店
街の通行者増も同時に狙う目的があります。

　レモンガスくまもと（株）と、カマタ（株）
（赤津 太郎社長）の社員やその家族など
約 30人が、湯舟の溜池周辺を、ボランティ
アで清掃しました。これは、管内の環境美
化に対する貢献などの目的の一環で両社が
毎年取り組んでいるものです。
　参加者は、早朝から溜池周辺の草刈りや
ごみ拾いなどに汗を流しました。10月と
はいえ、残暑厳しい中、午前中いっぱい作
業が続けられ、すっきりした環境となりま
した。
　両社のこの清掃ボランティアは今後も続
けられます。作業、大変お疲れさまでした。

湯舟の溜池で
清掃ボランティア

10/5（日）

菊池の街に「憩いの場」10/14（土）

贈られたベンチに座る関係者

湯舟の溜池周辺の草刈り作業をする参加者

10/11
（土）

代
表
質
問

本会議場で代表質問する生徒（中央）
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　江頭隆生さん（隈府出身・熊本市在住）が、「ブラジル移民の父」と慕われた上塚周平氏の活躍を綴った「伝録‐
上塚周平‐海を跳んだキナセン」10冊を、ふるさとの人にもぜひ読んでもらいたいと菊池市に寄贈されました。上
塚周平氏は 1876年熊本県に生まれ、1908年に初のブラジル移民船「笠戸丸」で監督官としてブラジルに渡り、入
植地づくりに奔走し「プロミッソン植民地」を創設するなどの活躍を
しました。江頭さんの同級生がブラジルで上塚氏のことを聞き、しか
も母校・済々黌の出身と知り、後世に語り継ぎたいと顕彰会を発足さ
せ、学習会を重ねてきました。その成果として、江頭さんが著者とな
り本にまとめ、今年４月の自費出版となりました。
　田中教育長を訪れた江頭さんは「若い人にぜひ読んでもらい、上塚
氏の生き方から、これからの国際人としてのありかたを学んでほしい」
との思いを話されました。
　寄贈された本は、市内の各中学校図書室と、中央公民館・七城公民
館・旭志公民館の各図書室、泗水図書館に置かれています。寄贈、あ
りがとうございました。

菊池市音楽協会が合唱組曲
「菊池」の楽譜100冊を寄贈

　菊池市音楽協会（安見朱實会長）が、合唱組曲「菊池」の楽譜
100 冊を菊池市に寄贈されました。この組曲は、菊池の自然の素
晴らしさを表現した「水源」、御松囃子御能などの歴史を紹介した
「歴史の都」、これからみんなで元気な街を作っていこうという気持
ちを表現した「元気な街」の３部構成からなる合唱曲です。
　平成 10年に菊池市で行われた「第 11回熊本県民文化祭きくち」
を記念して、堀川喜八郎氏作詞・出田敬三氏作曲により作られたも
のです。今年５月に同協会が「多くの人に組曲を歌ってもらい菊池
の名を全国に広めたい」との思いで製本されました。
　田中教育長を訪れたメンバーは「たくさんの人に歌い継がれてい
くことを願っています。今後は、中学校へ練習用のCDも贈ります」と話されました。贈られた楽譜は、市内の中学校５
校で音楽の授業やクラブ活動などに活用されます。寄贈、ありがとうございました。

田中教育長（右）に楽譜を寄贈するメンバー

10/15
（水）

節子さんが菊池市を訪問
　スイス在住で菊池一族の末裔にあたる、節子・クロソフスカ・ド・
ローラ（出田節子）さんが、高松宮殿下記念世界文化賞の 20周
年記念行事出席のため来日され、併せて菊池市を訪問されました。
節子さんは、20世紀最後の画家と言われた具象派絵画の巨匠バ
ルテュス（1908～ 2001）の妻で、ご自身も画家です。
　４回目の菊池市訪問となる今回は「和と寄り添う暮らし」と題
した文化講演会も開催され、市民はもとより市外から 200 人を

超える参加がありました。講演会
では「ただいま帰ってまいりまし
た」と挨拶され、在りし日のバル
テュス氏と暮らし、現在のお住ま
いでもある「グラン・シャレ」（ス
イス最大の木造建築）での生活や、バルテュス氏との思い出をエピソードに「もっと
日本人が日本の伝統文化を知り、その美しさや素晴らしさに誇りを持ち、生活の中で
活かして欲しい」と話されました。
　また、菊池市に滞在中は、鞠智城のほか菊池一族ゆかりの地である菊の池（深川区）
や、菊池北中学校、菊池夢美術館などを訪ねられました。菊池神社では、西郷隆盛
のひ孫にあたる西郷隆文氏との出会いもありました。同じ菊池氏の末裔である２人が、
ゆかりの菊池神社でお会いするという、大変奇遇なうれしいハプニングでした。

10/18（土）～10/20（月）

　10 月 11 日（土）から 13 日（祝）までの３日間、大分県内で
行われた第８回全国障害者スポーツ大会「チャレンジ !おおいた大
会」に、菊池市から３人が出場し大活躍しました。福村市長を訪れ
た３人は「緊張したけど最後まで頑張ることができました。いい経
験ができました」などと、大会を振り返りました。３人の結果は次
のとおりです。
●酒井幸男さん　知的障害者壮年男子走り幅跳び　１位（金メダル）、
　同 50m　３位（銅メダル）
●丸山晃平さん
　知的障害者少年男子 100m　６位、同 200m　７位
●安井アキラさん
　知的障害者少年男子 50m　８位、ジャベリックスロー　４位

報告に訪れた３人。一番左が丸山さん、右から２番目が
酒井さん、一番右が安井さん

江頭さんが「ブラジル移民の父」と慕われた上塚周平氏の活躍を
綴った本を寄贈

酒井さん、丸山さん、安井さんがチャレンジ！おおいた大会での活躍を報告

10/20
（月）

新明保育園のお神輿行列
　新明保育園の園児たち 89人によるお神輿行列が、旭志の
小原区内を練り歩きました。このお神輿行列は、毎年この時
期に行われ、小原・妻越・伊萩・津留の４区の神社を１年交
代で周ります。
　27回目を迎える今年は、小原区の神社を参拝する年にあ
たり、午前９時に同区内にある斉藤広幸さん宅を出発し、約
30分をかけて神社までの道のりを練り歩きました。神社に
到着すると「ニコニコ音頭」などの踊りを２曲奉納し、園児
たちが１年間健やかに育つことができるように祈念しました。
　当日は、保護者のほかに地区住民など多くの人に見守られ
ながら、園児たちの元気な声が地区一帯に響いていました。

10/15（水）

小原区内を練り歩く新明保育園の園児

感謝状が贈られた皆さん。上段左から川口さん、矢島さん、
下段左から水田さん、志水さん

田中教育長（右）を訪れ、本を寄贈した江頭さん（左）

　「統計の日（※）」を記念して「農林水産大臣感謝状及び表彰状伝
達式」（九州農政局統計部主催）が行われ、農林水産省が実施する
農林水産統計調査に永年にわたってご協力した皆さんに、その功績
を称え農林水産大臣から感謝状が贈られました。
　今年は、菊池市から川口虎次さん、矢島靖雄さん、今村由美子さ
ん、水田睦郎さん、志水幸市郎さん・美和さんご夫妻が、永年協力
されたことにより受賞されました。　
※統計の日・・・昭和 48年７月の閣議了解により、10月 18日が「統
計の日」と定められました。これは、統計の重要性について、国
民の皆さんに関心と理解を持っていただき、統計調査に対する一
層の協力を推進することを目的に設けられたものです。
　　この 10月 18日は、我が国における近代産業統計の源である
「府県物産表」に関する太政官令が布告された、明治３年９月 24
日を、太陽暦に換算した日が 10月 18日だったことによります。

農林水産大臣から感謝状

10/23（木）

菊池夢美術館で、作品を鑑賞される節子さん（左）

菊池神社で、西郷隆文氏（左）と出会う節子さん
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　菊池郡市剣道連盟（菊池弘徳会長）主催の菊池の郷シニア剣道交
流大会が菊池体育センターで開催され、県内外から 13チームが参
加しました。この大会は、生涯剣道を目指し、日ごろ青少年の剣
道指導に当たっている 60歳以上のシニア剣道愛好家の技術向上と、
親睦を図る目的で行われています。
　試合は各パートの予選リーグと決勝トーナメントで行われ、年齢
を感じさせない、若々しく迫力満点の試合が繰り広げられました。
　菊池市から出場した菊池市剣道連盟は、準決勝で尚武館に敗れた
ものの３位に入賞しました。なお、最高齢の出場者は城戸選手（玉
名市）の 83歳でした。
　３年後はネンリンピック熊本大会が開催予定で、その啓発大会と
して意義あるものとなりました。また、同大会への関心は高く、今
後九州各県からも参加が見込まれています。上位の結果は次のとお
りです。
優勝　尚武館（熊本市）、２位　武蔵剣心会A（熊本市）、
３位　菊池市剣道連盟（菊池市）、３位　飛翔会（熊本市）年齢を感じさせない試合が繰り広げられた大会

としょかんまつり
　泗水図書館で「古きを訪ね新しきを知ろう !～温故知新～」
をテーマに、としょかんまつりがあり、親子連れなどで賑わ
いました。読書週間に合わせて毎年行われているもので、館
内に所蔵してある地元の人が書いた短歌や歌集などの郷土
資料の展示や、折り紙を使った“昔遊び”を楽しむコーナー、
しすいっ子童話会による読み聞かせ、ワンダーぶんこによる
劇などがありました。
　菊池お手玉の会による昔懐かしいお手玉遊びでは、メンバー
が「お手玉は手の運動、頭の体操にもなります。みんなで楽
しく遊びましょう」と話しながら、音楽に合わせたお手玉の
技を披露。その後、子どもたちも一緒に参加して、「あんたが
たどこさ」を歌いながら輪になってお手玉遊びを楽しみました。
　また、雑誌のバックナンバーとリサイクル図書の無料配布もあり、参加者は終日“読書の秋”を満喫しました。

輪になってお手玉遊びを楽しむ参加者

養生市場出荷者協議会が
町内一斉清掃

　養生市場出荷者
協議会（坂崎日出
男会長）が地域貢
献の一環として、
年に２回実施して
いる清掃活動の２
回目を行いました。
生産者と、（有）有
朋の里泗水の従業
員の総勢103人が、
泗水秋まつりを前
に会場となる孔子公園を中心に、ゴミ拾いや草取りを行いま
した。
　35袋も草やゴミが集まり、作業後は見違えるほど綺麗に
なり、気持ちよくお客さんをお迎えすることができるように
なりました。作業、大変お疲れさまでした。

孔子公園周辺の清掃作業をする参加者

10/29
（水）

10/26（日）

東京でふるさと交流会
（首都圏七城会・関東旭志会）

　10月 26 日に首都圏七城会が、11月 1日に関東旭志会がそれぞれ東
京で開催され、郷土出身者をはじめ、菊池市にゆかりのある首都圏在住
者が集まりました。
　会場は、ふるさとを懐かしむ声や、久しぶりの再会を喜ぶ声、近況を

語り合う
声 な ど、
和気あいあいとした楽しい雰囲気に包まれていまし
た。また、参加者からは「ふるさとへの熱い思いや、
育てていただいたふるさとへの感謝の意を込めて、ふ
るさと納税に協力したい」との積極的な意見も出てい
ました。

関東旭志会

10/26（日）
11/1（日）

第２回菊池の郷シニア剣道交流大会で菊池市剣連が３位に入賞!11/2（日）

　四季の里旭志で「秋の大感謝祭」が開催され、たくさんの家族連れなどで賑
わいました。
　午前中は、２回目となる鞍岳健康登山が行われ、130人を超える参加者たち
がRKKの大田黒浩一さんと一緒に鞍岳の山頂を目指しました。雲の多いあい
にくの天気となり、肌寒い気温の中の登山となりましたが、山頂に着くころに
は体も温まり、涼やかな秋風を体に感じて楽しんでいました。

　午後からは、四
季の里屋外ステー
ジを会場に旭志内
の保育園・幼稚園・中学校・各種団体の歌や踊りの披露など
多彩な催し物が行われました。また、旭志出身のお笑い芸人も
特別出演し、お笑いライブも行われました。ライブ後にはイ
ンタビューも行われ、「デビューする前、この四季の里屋外ス
テージで漫才の練習をしていました。思い出深いこの場所で
お客さんを前にして、芸を披露できて本当に感激しています」
と話されました。

四季の里旭志「秋の大感謝祭」10/26（日）

鞍岳山頂を目指す参加者

　平川信夫さん（七城町本村）に、良質な住宅の建設に多大な
貢献があったとして、国土交通大臣より感謝状が贈られました。
この感謝状は、国土交通省が住生活月間の行事の一環として、
住意識の向上、ゆとりある住生活の実現および建築物の質の向
上を図った、各分野において活躍された個人・団体に対して贈
られるものです。
　平川さんは 55年の長きにわたり良質な住宅を作り続けてお
り、その卓越した技術と信頼性が認められたものです。平川さ
んは「感謝状をいただいたのも、仲間や関係者のおかげです。
この感謝状を励みに今後も頑張ります」と話されました。

平川信夫さんに国土交通大臣より感謝状10/24（金）

感謝状を手にする平川さん（中央）

旭志くらだけ友の会（菊池市子ども
会育成協議会旭志支部）
第9回親子ふれあいミニバレー大会
　くらだけ友の会主催による、親子ふれあいミニバ
レー大会が旭志体育館で開催されました。「ミニバ
レーを通して親子の絆をより一層深め、もって青少
年の健全育成を図る」の趣旨のもと、旭志地域内の
中学生とその保護者 34 チーム（約 220 人）と旭
志中学校の先生２チームが参加し、熱戦が繰り広げ
られました。各コートの優勝チームは次のとおりで
す。
Aコート　旭志中ヤンガーズ、Bコート　伊萩A、
Cコート　楠・九B、Dコート　津留、
Eコート　妻越B、F コート　伊萩D

10/27（月）

旭志幼稚園児のステージイベント

首都圏七城会
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TOPICSTOPICS

　菊池市文化会館で日韓シンポジウム IIが開催
されました。シンポジウムでは、チュエ・グァ
ンシク韓国国立中央博物館長、キム・テェシク
弘益大学校教授、濱田耕策九州大学大学院教授
を招いて、日韓の文化交流や鞠智城の歴史的価
値について基調講演やパネルディスカッション
が行われました。
　チュエ館長は、「古代の日本と韓国の間では
学問や芸術などの交流が活発に行われており、
鞠智城は大阪府の難波宮（なにわのみや）と
並んで韓国の影響を受けた代表的な八角形建物。
鼓楼というよりは祭祀と関連する建物」と述べ
られました。これを裏付けるかのように、10
月 23日（木）には鞠智城築城と同時代の百済製と見られる青銅製の仏像が国内で初めて出土しました。
　パネルディスカッションでは、濱田教授が「（仏像は）百済の高官が持参したということは十分に考えられる」、キム教授
は「国営公園化はぜひすべきだ」と語られました。また、国営公園化に向けては「他の史跡と連携して面的に価値ある地域
であることをアピールした方がいいのでは」との提案もありました。

　日韓の歴史研究者の目から見
ても貴重な鞠智城であることが
確認できたシンポジウムでした。
皆さんも日頃から鞠智城に親し
んでいただき、古代から現代ま
での悠久の時間を感じられては
いかがでしょうか。

日韓シンポジウムII11/8（土）

　10月 31日（金）から 11月３日（祝）までの４日間、第 46
回技能五輪全国大会が千葉県の幕張メッセで開催され、荒木新二
さん（　　玉祥寺）が左官職種で全国１位に輝き、みごと金賞を
受賞されました。県代表から金賞受賞者が出るのは５年ぶり、左
官職種では 16年ぶりとなります。
　この技能五輪は、青年技能者（23歳以下）の技能レベルの日
本一を競う大会で、39の職種に全国から 953人が参加しました。
荒木さんが出場した左官職種の審査は、置引きという技法で塗壁
に石膏を使った立体的なデザインを評価するもので、肉厚で凹凸
がはっきりしているかという技術とともに技能者の創造性も評価
されました。受賞した作品は、市の花でもある「菊」の大輪を中
央に配した大胆さと、花びら一枚一枚を丁寧に描く繊細さを兼ね
備えた素晴らしいものです。
　荒木さんは「職場の先輩たちのおかげです。少しは恩返しがで
きてうれしいです。今後は自分に続く後輩のお手本になるよう、
もっと技術を磨きます」と抱負を述べられました。

荒木新二さんが技能五輪全国大会での金賞受賞を報告

金賞を受賞した荒木さん

11/5（水）

　爽やかな秋空のもと、泗水秋まつりが孔子公園でありました。「し
すいコスモスマラソン大会」「孔子まつり」「農業まつり」が同日開催
され、今年で３年目を迎えました。
　マラソン大会には、市内外から昨年よりも多い 516 人が出場し、
孔子公園横をスタートした選手たちは、３キロ・５キロ・10キロの
部に分かれ、合志川河川敷に咲くコスモスを眺めながら健脚を競いま
した。
　午後からは、大庭照子さんによるゲストショーをはじめ、長崎十善
寺龍踊会による龍踊り（じゃおどり）、養生米の米釣り大会や祭孔大
典原曲をアレンジした曲にあわせてのダンスコンテストがあり、来場
者を沸かせました。
　祀聖亭（しせいてい）改修のため、ステージであったメインの「祭
孔大典」では、色鮮やかな衣装を身にまとった舞生の踊りや、中国古

来の楽器を奏でる楽生の演奏などを、地元中学生生徒など 64人が披露し、来場者を魅了しました。
　また、終日、会場では地元農畜産物の販売や JAの各部会の展示販売、スケッチ大会、フォトコンテストがあり、たくさ
んの人で賑わいました。

泗水秋まつり（しすいコスモスマラソン大会・孔子まつり・農業まつり同日開催）
11/2（日）

　熊本県家畜市場（大津町）で、熊本県乳牛共進会が開催されました。県内から150頭、菊池市からは46頭が出品され、
各部に分かれ審査が行われました。
　第１部（９カ月以上 12カ月未満）で菊池農業高校、第４部（16カ月以上 19カ月未満）では平山将さん、第５部（19
カ月以上 22カ月未満）では梁池朋幸さんが、それぞれ名誉賞首席を受賞しました。受賞おめでとうございます。

第28回熊本県乳牛共進会11/2（日）

①ステージで行われた「祭孔大典」　②養生米釣り
③ダンスコンテストでグランプリを受賞した「むつみ会泗水支部」
④孔子公園書道展入選者

第１部（９カ月以上 12カ月未満）
名誉賞首席・菊池農業高校

　現在酪農家は、牛乳消費の低迷・飼料高騰など大変厳しい状況にあります。皆さんの牛乳消費拡大へのご協力を
お願いします。

チュエ館長の講演

百済製と見られる青銅製の仏像。
左から正面、側面、背面
（写真提供 :熊本県教育委員会）

パネルディスカッション（右から濱田教授、金教授、コーディネーター津留氏）

第４部（16カ月以上 19カ月未満）
名誉賞首席・平山将さん

第５部（19カ月以上 22カ月未満）
名誉賞首席・梁池朋幸さん

１km付近を走るランナー

④

③

②①

○菊
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TOPICS国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係、各総合支所市民係

社会保険庁をかたるサギにご注意ください！

◆熊本年金相談センター
　〒 860‐0806　熊本市花畑町４‐１
　太陽生命ビル第２ビル３Ｆ
○受付時間　午前８時 30分～午後５時
15分（土・日・祝日を除く）
○代理の人が年金相談・手続きをする場
合は、年金手帳（年金証書）に加え、「委
任状」および「代理の人の身分を証明
するもの（免許証・保険証など）」も
お持ちください。
○年金相談センターでは電話による年金
の相談はお受けしておりませんので、
電話による一般の年金相談は「ねんき
んダイヤル☎ 0570（05）1165」を
ご利用ください。
○年金特別便の相談電話は「ねんきん
特別便専用ダイヤル☎ 0570（058）
555」まで。
○平日夜７時までの時間延長は、熊本社
会保険事務局のホームページ（http://
www.sia.go.jp/ ～ kumamoto/）を
ご確認の上、お越しください。

年金の受給に関するご相談・手続きは

社会保険庁では
○電話でのコンビニエンスストアなどのATM（現金自動預け
払い機）の操作をお願いすることはありません。

○キャッシュカードの暗証番号を書類に記入していただくこと
やキャッシュカードの送付をお願いすることはありません。

具体例
○社会保険庁職員を名乗る男から、「医療費や年金保険料を払
い戻すので、ATMコーナーに行って指定の電話番号に電話
するように」との電話があった。
○社会保険庁 IC管理局と名乗るところから、「ICチップ制カードが導入され、特別年金を支給する
ので、同封されている書類にキャッシュカードの暗証番号を記入し、キャッシュカードとともに返
送するように」との文書が送付された。
このような不審な電話や文書の送付があったら、ATMコーナーへ行ったり、個人情報を記載した

りせず、お近くの社会保険事務所へ問い合わせください。

問い合わせ先　熊本西社会保険事務所国民年金業務課　☎ 096（355）3261

白ゆりグループが
大型絵本などを寄贈

　白ゆりグループが、10月 19日（日）に開催された「菊
池こころのネットワークフェア」でのチャリティーバザー
の売上金で、大型絵本などを購入し、菊池市に寄贈されま
した。安武壽美代表と泉田加代子副代表が福村市長を訪れ、
大型絵本３冊、絵本８冊、布絵本１冊を手渡しました。
　２人は「市民の皆さんのおかげで、今年も絵本を贈るこ
とができました。ご協力ありがとうございました。今後も
このようなリサイクルを通した活動も続けていきたいです。
また、使っていない日用雑貨や衣類などありましたら、何
でも結構ですので引き続き収集します」と話されました。
　寄贈された本は、中央公民館図書室に置かれています。
寄贈、ありがとうございました。
問い合わせ先　白ゆりグループ（安武）☎（25）0954

11/5
（水）

泗水町商工会青年部が募金箱を設置

　泗水町商工会青年部（福岡敬久部長）の４人が、泗
水総合支所を訪れ、しすい孔子公園夏祭り運営に係る
募金箱を設置しました。同祭りは、同商工会が各種団
体の協力を得て、泗水町街づくり対策委員会を設置し
毎年開催しているもので、経費はスポンサー協力金と
寄付金、同商工会総合振興事業費で運営されています。
　「厳しい経済環境の折、補助金依存度の高い商工会
は、更なる予算削減が予想されます。しすい孔子公園
夏祭りに関しては、地域の祭りとして認識を高め、住
民の理解を得て、今後も継続を図りたいと考え、募金
箱の設置を行うこととしました。皆さんのご協力お願
いします」と福岡部長。
　募金箱は、泗水総合支所のほか、泗水町商工会、肥
後銀行、泗水郵便局、JA菊池泗水中央支所、とよみ
ずの湯、孔子温泉、養生市場、月のホタル、芹川商店
の 10カ所に設置されています。

11/11日（火）

寄贈に訪れた安武代表（左）と泉田副代表（右）

募金箱の設置に訪れた部員

※熊本年金相談センターには駐車場がありませんの
で、相談にお越しの際は、公共交通機関をご利用
の上お越しください。

○熊本市電「熊本城前電停」下車徒歩２分
○バス各社「熊本交通センター停留所」下車徒歩４分

地
下
駐
車
場　

出
入
口
●

地
下
駐
車
場　

入
口
●

●日本
　郵政公社

崇城大学市民ホール
（熊本市民会館）
●

●
熊本市役所

●熊本城
熊
本
西
社
会
保
険　

事
務
所
●

大劇
●

辛
島
町
電
停

熊
本
城
前
電
停

市役所前電停

通
町
筋
電
停

下通アーケード街

熊本年金相談
センター

熊本年金相談センターもご利用できます

※併設していた「熊本年金電話相談センター」
は、平成 20年７月 31日をもって廃止とな
りました。

宝くじ助成事業で区内放送施設
と太鼓が整備されました
（立町区・円通寺太鼓愛好会）
　コミュニティの健全な発展を図ることを目的
としたコミュニティ助成事業により、立町区に
区内放送施設（スピーカー 14カ所ほか）が整
備されました。また、円通寺太鼓愛好会には太
鼓（大締太鼓１丁・長胴太鼓４丁ほか）が整備
されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじの普及
広報事業費を財源として財団法人自治総合セン
ターが助成を行うもので、今後の両団体の益々
の活性化が期待されます。

立町区に区内放送施設（上）と、
円通寺太鼓愛好会には太鼓（左上）
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　10月 22 日（水）に旭志会場で、10月 24 日
（金）に菊池会場で、10月 29日（水）に泗水会
場で、それぞれ３歳児健診がありました。歯科検
診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹介し
ます。（敬称略）
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桜（　 片川瀬）
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あ お き

木　尊
たける

（　 川下）

安
やすたけ

武香
か の

乃（　 伊萩）

症
状
の
経
過

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがと
ても重要です。これからも「甘いものを控えること」、「歯
みがきをすること」、「歯を強くすること」、「定期健診を受
けること」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょう。
　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院
を受診しましょう。

歯ッピーキッズ
３歳児健診時「むし歯なし」の子

泗
水
会
場

藤
ふじもと

本唯
い お

桜（　 田吹）

松
まつおか

岡咲
さ つ き

樹（　 田吹）

高
こうらい

來　萌
もえ

（　 糠泉）

永
な が た

田咲
さ き

希（　 南住吉）

○泗

○泗

旭
志
会
場

健康だより

流
行
の
時
期

梅
う め だ

田怜
さとあき

明（　 中町）

紫
し が き

垣輝
てるふみ

史（　 立石）

出
で ぐ ち

口大
だ い き

輝（　 北宮）

中
な か の

野大
た い が

雅（　 上赤星）

野
の ぐ ち

口歩
ほ の か

華（　 上西寺）

菊
池
会
場

○泗

○泗

○旭

○菊

○菊

○菊

○菊

「
意
識
が
は
っ
き
り
せ
ず
ウ
ト
ウ
ト

し
て
い
る
」、「
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
」

な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合
は
脳

炎
や
脳
症
が
疑
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

健
康
な
成
人
で
あ
れ
ば
一
週
間

ほ
ど
で
治
っ
て
い
き
ま
す
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
が
下

が
っ
て
も
体
内
に
は
残
っ
て
い
る
た

め
、
他
人
に
う
つ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
流
行
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
、
熱
が
下
が
っ
て
も
２
〜
３
日
安

静
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

通
常
の
か
ぜ
よ
り
症
状
が
激
し
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
え
ど
も
、
十

分
な
体
力
と
免
疫
力
が
あ
れ
ば
自
然

に
治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
流
行
時
期
に
高
熱
（
38

〜
40
度
）
や
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
の
ど

の
痛
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
早
い

う
ち
（
48
時
間
以
内
）
に
医
療
機
関

を
受
診
し
、
主
治
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
早
め
に
治
療
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
人
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

治　

療

インフルエンザと通常のかぜとの違い

通常のかぜ インフルエンザ

感染力
感染力は弱く徐々に
増える

感染力が強く、ウイ
ルスが気管の粘膜で
急激に増加する。

主な症状

•のどの痛み
•鼻がムズムズする
•水のような鼻水
•くしゃみや咳、腰
痛

•38度以上の発熱、
頭痛、関節痛、筋
肉痛などの全身症
状
•鼻水、のどや胸の
痛み
•下痢や腹痛

流　行 徐々に感染が広がっ
ていく

短期間に膨大な数の
人に感染する

死亡率
ほとんど変化なし 65歳以上の高齢者の

死亡率が普段より高
くなる

合併症
重症化することは少
ない

肺炎、気管支炎、脳
炎、インフルエンザ
脳症

インフルエンザから
“身”を守りましょう〈予防接種〉

　インフルエンザの予防接種を受けたら、絶対にイ
ンフルエンザにかからないというわけではありませ
ん。
　インフルエンザの発病阻止率は、成人の場合で
70 ～ 90%ぐらい、小児の場合は、それよりさら
に低くなります。しかし、予防接種をしておくこと
で、病気にかかりにくくしたり、かかっても重くな
らないようにすることができます。
　流行の時期に間に合うように、12 月中旬までに
は予防接種を済ませましょう。
※菊池市のインフルエンザ予防接種方法は、広報き
くち10月号18ページ、または菊池市ホームペー
ジ、健康カレンダーなどでご確認ください。

〈日常生活での注意〉
●外出後の手洗いと
　うがい
　のどや手・指などに着いた
ウイルスを除去するために
有効です。また、うがいはの
どの乾燥を防ぎます。

●室内の湿度を保つ
　インフルエンザウイルスは、
乾燥した状態で活発に活動し
ます。インフルエンザウイル
スの活動を抑えるためにも、
加湿器などを使って部屋の湿
度（50 ～ 60%）を保ち、定
期的に室内の換気も忘れずに
行いましょう。

●流行期には人ごみを避ける
　外出時はなるべくマス
クをつけるようにしま
しょう。マスクを着用す
ることによって、他人
からの感染を防ぎ、また、
他人に感染させることも
防ぐ効果もあります。
●栄養と休養
　体力が低下していると、インフルエンザウイル
スに感染しやすくなります。バランスの取れた食事、
十分な睡眠、規則正しい生活が基本です。

　インフルエンザの予防は、流行前に予防接種を受けることが効果的です
が、その他に日常生活で健康管理に注意することも大切です。実践してみ
ましょう。

予 防 法

水
みずかみ

上滉
こ う き

貴（　 大琳寺）

水
みずかみ

上万
ま な

愛（　 大琳寺）

宮
みやざき

﨑結
ゆ な

和（　 袈裟尾）

渡
わたなべ

邉陽
は る と

仁（　 築地）

中
なかむら

村麗
れ な

菜（　 東原）

○旭

○旭 ○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

　インフルエンザのシーズン到来です。気温が低く、乾燥した冬には、

空気中に漂っているウイルスが長生きするため、日本では12月か

ら 3月に流行します。

　インフルエンザは、普通のかぜとはウイルスの種類

が異なり、感染力が強く、重症化しやすい病気です。

日ごろから健康管理に注意し予防を心がけましょう。

　今回は、インフルエンザについての予防法など

を紹介します。

問い合わせ先　　健康推進課健康推進係

●おわびと訂正
11 月号の「歯ッピーキッズ」の一部に誤りがありま
した。おわびして訂正します。（敬称略）
泗水会場　誤（×）緒方実優（　 桜山四）
　　　　　　　　　　↓
 正（○）緒方実憂（　 桜山四）

本
もとやま

山快
かいせい

征（　 小原）

山
や ま べ

部未
み り

莉（　 片川瀬）

○旭

○旭

○泗

○泗

新型インフルエンザに関する記事が、本紙 22ページにあります。
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新着図書情報

告白 湊かなえ　著
「愛美は事故で死んだのではありません。このクラスの生
徒に殺されたのです。」４歳になる娘の死の真相を担任の
女性教師が語り出す・・・それぞれの章で語り手が替わ
り心の闇が明らかになる。少年犯罪を正面から描いた新
人作家の鮮烈なデビュー作。

心に狂いが生じるとき　精神科医の症例報告 岩波明　著
突然訪れたかに見える精神の変調には、日常に潜む些細
なきっかけが・・・。人はいかにして「心の病」にかか
るのか。狂気への境界を越えるとき、身体に何が起きる
のか。現役医師が重度の精神病に陥った具体例を詳細に
分析し、自分は大丈夫だと錯覚している人々に警鐘を鳴
らす。

19歳の君へ -人が生き、死ぬということ -
日野原重明　編著

人の命も自分の命も軽く扱い、リアルな実感を失った若
者が重大事件を犯す一方で、終末期医療の現場で目前の
命に生涯を賭ける医療者たちがいる。人間の生と死に直
面し、先駆的な働きをしているエキスパートたちが、「い
のち」について語る。大学生対象の連続講義をまとめた
一冊。

どんがとぴんがのプレゼント
西内ミナミ　作 /スズキコージ　絵

クリスマス・イヴの晩、はりねずみの
夫婦はニコラスおじさんの靴下に穴が
あいている事に気がつき、靴下をプレ
ゼントするために旅にでる。春は羊を
追う仕事で羊毛をもらい、夏には紡ぎ
やで働き、1年かけてプレゼントをつ
くりあげる。スズキコージの不思議な
魅力が溢れた絵本。

ラッキー・トリンブルのサバイバルな毎日
スーザン・パトロン　著

母を亡くし、砂漠の町ハードパンで暮らす10歳の少女
ラッキー。彼女の頭の中は、疑問や不安や心配ごとが
いっぱい！なかなかハードな人生だけど、自分の道は自
分で切りひらこうとする、元気な女の子の物語。2007
年ニューベリー賞受賞作。

時間をまきもどせ！ナンシー・エチメンディ　著
森で出会った不思議な老人に、失敗を取り消すことがで
きる機械「パワー・オブ・アン」をもらったギブは、自
分の不注意で事故に遭った妹を助けようと過去にもどり
ますが・・・。妹を救いたい少年の気持ちが胸に迫る、
ブラム・ストーカー賞受賞のSF小説。

抜け参り薬草旅 出久根達郎　著
瀬戸物問屋の小僧・洋吉は、お蔭参りの一人旅に出た。旅
の途中で、薬草採りの庄兵衛と出会い、一緒に行くことに
なったが、庄兵衛の薬を狙う輩に追われ、次々とおかしな
事件に巻き込まれてしまう。江戸時代を舞台にした長編時
代小説。

泗水図書館

中央公民館図書室

窓の魚 西加奈子　著
ハルナとトウヤマ、ナツとアキオの２組の若いカップル
が向かったのは、山にある温泉旅館だった。一見、仲が
良いようで、本当は決して本音では語り合えない４人は、
それぞれが人に言えない秘密を抱えて苦しんでいた。秋
の一夜を描いた長編小説。

ファーブル昆虫記　みのむし
小林清之介　文 /金尾恵子　絵

みのむしはどうしていつもみのを体につけているの？木
の枝にぶらさがって何をしているのかな？本当に不思議
なみのむしの暮らしぶりを紹介。あの「ファーブル昆虫
記」を子どもたちに親しみやすいよう、わかりやすい文
章と精緻な絵で描いた科学絵本。

ありったけの話 中山智幸　著
命に関わる病ではないが、６年前に別れた恋人はある事
情を抱えカナダへと旅立ってしまう。一旦は、受け入れ
ると決めたものの突き放してしまった過去にさいなまれ
るヒロユキ。前に進めずにいた時、父親を雪山で失った
甥を預かることに・・・。熊本を舞台にした今年度の芥
川賞候補の新鋭が描く長篇小説。

私の「母子像」 窪島誠一　著
子を思い、母を思う心は永遠であり、様々
な「母子像」との巡り合いは感動に満ち
ていた‐香月泰男・熊谷守一をはじめ熊
本に縁の深い画家、野田英生・海老原喜
之助など 36 点の絵画を自伝的エッセイ
と共に作品の真髄に迫る解説で紹介する。
信濃デッサン無言館館主の著。

息の発見 五木寛之　著
「いのち」は「息の道」である。子どものころから呼吸
法が趣味だったという著者と禅僧で作家の玄有宗久師が
息をテーマに熱く語り合った。東洋と西洋の息の違いや
いのちをあやつる息のふしぎなど、息の世界に気づく“発
見シリーズ”の第４集。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 12 月の予定

　

主
人
公
ク
ラ
リ
ス
・

ビ
ー
ン
は
、
先
生
か
ら
地

球
環
境
に
つ
い
て
の
課
題

を
出
さ
れ
ま
し
た
。
考
え

て
は
み
る
も
の
の
、
ア
イ

デ
ア
が
思
い
つ
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
お
兄
ち
ゃ

ん
が
「
計
画
を
ね
っ
て
、

環
境
破
壊
を
く
い
と
め

る
！
」
と
、
通
り
の
大
木

が
切
り
倒
さ
れ
る
こ
と
に

抗
議
し
は
じ
め
て
・
・
・
。

　

こ
の
絵
本
は
、
私
が

持
っ
て
い
た
「
絵
本
の
常

識
」
を
〝
す
べ
て
〞
覆
し

ま
し
た
。
画
法
が
斬
新
で
、

言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
面

白
く
、
周
り
で
起
こ
る
出

来
事
が
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
。
そ
ん
な
絵
本
に
私
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
本
の
中
で
、
ク

ラ
リ
ス
・
ビ
ー
ン
が
最
後

に
言
っ
た
「
た
か
が
一
日

く
ら
い
・
・
・
」
と
い
う

言
葉
が
な
ぜ
か
か
っ
こ
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
環
境

問
題
と
は
〝
実
践
し
て
〞

初
め
て
一
歩
、
前
に
進
む

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

笑
っ
て
泣
い
て
（
？
）

共
感
で
き
る
絵
本
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

私
の
推
薦

あ
た
し
の
惑
星
！
ク
ラ
リ
ス
・
ビ
ー
ン

ロ
ー
レ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド　

著

奇跡のリンゴ 石川拓治　著
「絶対不可能」を覆した農家、木村秋則の
記録。リンゴの無能薬栽培に挑んだもの
の、必死の努力も虚しく、畑は病気と害
虫で荒れ放題。家族７人は極貧生活。つ
いに死を決意して登った山で、木村はあ
ることに気づく。約 20年かけて無農薬・
無肥料のリンゴ栽培に成功した農家の壮
絶な人間ドラマ。

ラララ親善大使 紺野美沙子　著
国連開発計画（UNDP）は、開発途上国
の国づくりや人づくりのための開発援助
を行っている国連機関の一つ。その親善
大使として、開発途上国や地域を訪問す
る女優・紺野美沙子が、10年の月日を振
り返り、自分の誕生日を知らない子ども
たちや今も地雷の恐怖に脅える人びとの
現状を国ごとに紹介する。

ミラクル・ボーイ ウルフ・スタルク　文
マルクス・マヤルオマ　絵 /菱木晃子　訳
ぼくは、おにいちゃんとその友だちと遊
びに行きたかったけど、置いていかれて
しまった。そこで、ぼくは「ミラクル・ボー
イ」になることにした！そうすれば、空
も飛べるし、迷子にもならないはず。子
どもの好奇心や想像力をユーモアたっぷ
りに描いた絵本。

「生きる -わたしたちの思い」
谷川俊太郎　with friends　著

「生きていること / いまを生きて
いるということ」この一文から始
まる詩人谷川俊太郎の傑作『生き
る』。この詩を敬愛する人達がサイ
ト「mixi」のコミュニティで自分たちの「生きる」を連
作した。あっという間に参加者は数千を超え、様々な生
きるかたちが綴られていった。溢れる思いの詰まった一
冊。

「カーフとミルクとなかまたち」
原画アート展
ほのぼのとした動物たちの表情を描いた絵本の原画を
ご覧になりませんか？
展示期間　12月２日（火）～ 12月 14日（日）
（泗水図書館）

クリスマス会
12月21日（日）午後２時からの
おたのしみ会は「クリスマス会」
をします。楽しいお話やパネルシ
アターなどを用意していますの
で、お気軽にお越しください。
今回は、「お楽しみ会」と「お
はなしかい」を合同で行います。
（泗水図書館）

与謝野晶子の誕生日
明治 30年代から戦前まで活躍した詩人で歌人の与謝
野晶子は、明治 11（1878）年 12月７日に生まれま
した。子どものころから読書が大好きで、歌人として
活躍していた与謝野鉄幹が発行していた文芸誌に参加
し、その後、鉄幹と結婚しました。初めての歌集「み
だれ髪」が多くの人の注目を集め、その後も何冊も歌
集を出しました。
また、「源氏物語」を現代語訳し、他にも女性の権利
の問題も評論するなど、その活躍は多岐に渡りました。
（中央公民館図書室）

年末・年始の閉室日・休館日
中央公民館と旭志公民館の図書室
12月 27日（土）～平成 21年１月４日（日）
七城公民館図書室
12月 28日（日）～平成 21年 1月 4日（日）
泗水図書館
12月 29日（月）～平成 21年 1月 5日（月）

緒
おがた

方　泰
たいこ

子さん
（泗水中３年）

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 月 休館日
２ 火
３ 水
４ 木
５ 金
６ 土 閉室日
７ 日 閉室日 閉室日 閉室日
８ 月 休館日
９ 火
10 水
11 木
12 金

13 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日

14 日 閉室日 閉室日 閉室日
15 月 閉室日 休館日
16 火
17 水
18 木
19 金

20 土 閉室日
古典を
楽しむ会
14:00 ～

21 日 閉室日 閉室日 閉室日 クリスマス会
14：00～

22 月 休館日
23 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
24 水
25 木

26 金 午後５時で
閉室

27 土 閉室日 閉室日
28 日 閉室日 閉室日 閉室日
29 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
30 火 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
31 水 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
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せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会

10
月
例
会

媼お
う
な待
つ
月
若わ

か
わ
か々

し
十
三
夜 

村
山　

数
恵

篤と
く
の
う農
の
案か

か

し

山
子
は
端た

ん
れ
い麗
に
て
お
わ
す 

藤
本　

邦
浩

コ
ス
モ
ス
の
揺ゆ

れ
て
顔
出
す
幼

お
さ
な
ま
ご孫 

寺
本　

和
子

月
下
美
人
咲
く
を
待
た
ず
に
寝い

ね

し
妻 

五
丁　

義
昭

そ
れ
ぞ
れ
に
揺ゆ

れ
て
止や

ま
ざ
る
秋
桜 

服
部　

静
子

け
ふ
よ
り
は
吾
が
晩
酌
も
ぬ
く
め
酒 

内
村　

泊
虹

夕
焼
け
を
送
り
東
の
十
三
夜 

藤
本
ア
ツ
子

刈
っ
た
田
に
束
ね
た
稲
が
転
が
さ
れ（

中
三
）
渡
辺　

大
寿

い
わ
し
雲
き
れ
い
に
並
び
ど
こ
へ
い
く

（
中
三
）
渡
辺　

一
史

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

10
月
例
会

枕
元　

遺
産
の
欲
し
か
顔
ば
か
り 

吉
岡　

三
水

枕
元　

い
つ
も
顔
は
つ
こ
け
と
る 

井
手　

水
光

ど
う
も
変　

媽
の
パ
ン
ツ
を
は
い
と
っ
た 

宮
上　

美
由

上
品
さ　

昔
は
嬶
も
そ
う
だ
っ
た 

柏
原　

乗
仏

や
っ
ぱ
り　

効
き
目
の
あ
っ
た
袖
の
下 

神
尾　

迫
水

日
本
は　

総
理
の
尻
の
ぬ
く
も
ら
ん 

平
井　

江
彩

や
っ
ぱ
り　

官
も
か
ら
ん
だ
偽
装
米 

続　
　

義
昭

上
品
さ　

ま
あ
だ
食
い
よ
る
お
ち
ょ
ぼ
口　

中
島　

五
女

ど
う
も
変　

見
え
ぬ
ふ
り
し
て
金
と
ら
す 

御
手
洗
三
代

上
品
さ　

家
に
戻
っ
て
屁
は
ふ
ら
す 

山
隈　

好
茶

七
城
短
歌
会
　
　
　

10
月
詠
草

小
町
な
る
歌
に
し
み
じ
み
裏
庭
の
コ
ス
モ
ス
時
過
ぎ
哀
れ

ひ
と
し
お 

水
田
紗
陽
子

香
を
放
ち
朝

あ
し
た

に
吾
を
呼
び
つ
く
る
庭
の
木
犀
葉
か
げ
の
黄

花
が 

吉
間　

充
子

青
味
を
ば
摘
む
ま
む
と
出
で
し
朝
庭
に
散
り
敷
く
木
犀
の

花
を
避
け
ゆ
く 

下
川　

つ
ぎ

九
十
歳
の
媼

お
う
な

羨
ま
し
背
す
じ
伸
ば
し
唄
う
に
揺
る
る
イ
ヤ

リ
ン
グ
光
る 

森　
　

道
子

菜
園
は
楽
し
み
作
る
を
望
む
我
野
菜
は
買
え
と
娘こ

等
は
言

う
な
り 

池
田
カ
ツ
子

難
聴
の
我
に
も
聞
こ
ゆ
稲
穂
田
に
風
立
ち
揺
る
る
実
り
穂

の
音 

佐
　々

重
弘

コ
ン
バ
イ
ン
に
覆
い
を
掛
け
る
宵
の
口
現
れ
出
で
し
満
月

荘
厳 

木
下　

陽
子

赤
茶
化
て
見
る
に
忍
び
ぬ
庭
の
松
樹
齢
数
百
年
い
ま
鋸
入は

い

る 

緒
方　

寛
子

生
き
て
い
る
事
が
幸
せ
と
い
う
本
を
読
み
終
わ
り
し
朝
熱

涙
溢
る
る 

堀　
　

甲
子

稲
穂
田
の
畦
に
真
赤
く
彼
岸
花
黄
金
に
負
け
じ
と
今
主
人

公 

岩
津　

涼
子

旭
志
文
芸
俳
句
会
　

10
月
詠
草

彼
岸
花
ゆ
れ
い
て
千
の
風
来
る 

水
谷　

ミ
ネ

補
聴
器
は
い
ら
ぬ
夜
長
の
読
書
か
な 

東　
　

芳
子

二
人
居
の
く
ら
し
に
余
る
胡
麻
叩
く 
芹
川　

蓉
子

豊
作
を
き
ざ
す
稲
面
に
露
ひ
か
る 
芹
川
の
り
こ

お
天
気
に
恵
ま
れ
稲
の
実
入
り
よ
く 

郷　

ミ
ヤ
子

曼
珠
沙
華
彼
岸
で
す
よ
と
笑
顔
見
せ 

出
田
み
と
り

麓
よ
り
雲
湧
き
立
ち
ぬ
秋
麗 

中
尾
ヨ
シ
コ

広
報
文
芸
き
く
ち

高
齢
者
大
学
文
芸
部 　

11
月
歌
会

窓
開
け
て
入
る
る
外
気
の
昨
日
よ
り
今
日
は
ひ
え
び
え
秋

深
み
た
り 

岡
本　

ト
シ

さ
さ
げ
豆
の
蔓
は
添
木
を
越
え
ゆ
き
て
風
と
遊
び
て
宙
を

泳
げ
る 

荒
木　
　

幸

背
戸
の
山
括
ら
む
ば
か
り
葛
か
ず
ら
そ
の
勢
の
舌
打
つ
ば

か
り 
山
下　

菊
代

今
年
ま
た
菊
花
展
に
会
ふ
幸
ひ
を
亡
夫
に
告
げ
つ
つ
秋
空

の
下 

梅
野
カ
ヲ
ル

親
の
齢
は
る
か
に
越
え
て
米
寿
祝
ふ
も
っ
た
い
な
さ
に
涙

こ
ぼ
る
る 

中
津　

ツ
ユ

紅
さ
し
て
心
ひ
き
し
め
今
日
の
う
た
諳
ん
じ
て
み
る
歌
会

の
朝 

岩
木
タ
エ
子

動
く
こ
と
怠
惰
と
な
れ
る
日
常
を
風
が
さ
さ
や
く
「
も
っ

と
元
気
で
」 

山
代　

静
子

わ
が
好
む
秋
明
菊
を
賜
り
て
清
し
き
白
に
し
ば
し
ま
対
ふ 

 

北
村　

玉
恵

月
下
美
人
の
花
を
見
む
と
て
出
で
し
と
き
澄
み
し
夜
空
に

十
三
夜
の
月 

安
東　

綾
子

「
白
秋
」
を
読
み
継
ぐ
朝
窓
の
外
に
桐
の
一
葉
の
色
褪
せ

て
落
つ 

雲
田　

郁
子

万
句
の
里
俳
句
会
　

10
月
句
会

ひ
た
す
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
重
ね
行
く
秋
ぞ 

鋤
本　

ト
ミ

コ
ス
モ
ス
に
色
と
り
ど
り
の
風
生あ

る
る 

丸
山
美
代
子

菊
池
氏
は
二
十
四
代
秋
ま
つ
り 

岩
木　

敬
治

初
紅
葉
見
て
は
句
心
育
て
を
り 

隈
部　

輝
子

青
空
を
映
し
て
深
き
秋
の
川 

田
島　

房
子

続
き
を
り
鵙
の
高
音
の
い
つ
ま
で
も 

加
藤　

妙
子

犬
に
付
き
刈
田
横
ぎ
る
散
歩
か
な 

北
村　

妙
子

川
風
に
解
か
れ
ゆ
く
彩い

ろ

秋
桜 

平
山　

邦
子

人
去
れ
ば
ま
た
下
り
て
く
る
稲

い
な
す
ず
め雀 

宮
本　

雅
子

追
憶
に
浸
り
黙
々
栗
を
剥
く 

林　

ま
つ
子

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
育
ち
し
郁む

べ子
熟
る
る 

冨
田　

幸
子

か
そ
け
く
も
音
は
っ
き
り
と
鉦
叩 

松
永　

久
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

汗
び
っ
し
ょ
り　

演
壇
で
メ
モ
探
し
よ
る 

小
川　

繁
美

ホ
ッ
と
し
て　

仮
設
の
家
で
大
い
び
き 

藤
野　

清
子

ホ
ッ
と
し
て　

最
後
は
虎
に
な
る
幹
事 

狩
野　

本
六

キ
ャ
ン
プ
イ
ン　

ノ
ッ
ク
の
雨
に
し
ご
か
る
る

 
須
藤　

新
生

ホ
ッ
と
し
て　

孫
が
帰
る
と
病
気
さ
す 
高
木　

房
惠

孫
の
守
り　

仕
事
し
よ
る
が
う
ん
と
楽 

窪
田　

明
徳

汗
び
っ
し
ょ
り　

妙
な
夢
見
て
う
な
さ
れ
た 

田
尻　

浩
風

ホ
ッ
と
し
て　

精
進
上
げ
の
速
ャ
ー
こ
つ 

田
中　

孝
幸

汗
び
っ
し
ょ
り　

今
年
も
杵
で
搗
き
上
げ
た 

光
堀　

善
教

キ
ャ
ン
プ
イ
ン　

一
足
先
い
春
の
来
た 

髙
倉　

新
米

曲
っ
と
る　

四
百
年
の
大
樹
木 

田
中
レ
イ
子

曲
っ
と
る　

渋
滞
と
事
故
多
発
点 

上
村　

○
子

泗
水
短
歌
会 

　
　
　

10
月
詠
草

背
丈
ほ
ど
の
柿
の
木
に
成
る
甘
柿
の
あ
か
く
鈴
成
り
ほ
ほ

笑
む
如
し 

内
田
つ
ね
代

難
聴
に
は
晩
夏
も
初
秋
も
音
の
無
し
真
盛
り
の
秋
柿
の
実

熟
る
る 

福
原
美
智
子

濃
む
ら
さ
き
の
野
ボ
タ
ン
咲
け
り
晩
秋
は
息
子
等
に
新
米

届
く
る
時
ぞ 

高
藤
タ
ツ
ノ

秋
空
に
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
ひ
び
き
稔
り
田
一
斉
に
広
野
と

な
れ
り 

中
山　

定
子

吾
を
呼
ぶ
人
亡
く
二
年
二
度
の
秋
さ
れ
ど
吾
呼
ぶ
木
犀
咲

け
ば 

長
尾
は
る
み

あ
の
子
も
こ
の
子
も
ひ
孫
に
み
え
る
な
り
保
育
園
の
運
動

会
は 

西　

カ
オ
ル

副
司
令
と
う
重
き
責
務
に
息
子
の
顔
は
少
し
細
る
と
吾
は

思
え
り 

平
嶋
き
く
え

夜
に
降
る
静
け
き
雨
音
淋
し
か
り
天
気
に
な
れ
よ
稲
刈
り

前
よ 

宮
本　

峯
子

過
ぎ
ゆ
き
は
目
に
見
え
ず
し
て
う
ろ
う
ろ
と
秋
の
ひ
と
日

の
黄
昏
は
や
し 

大
島　

き
と

広
報
文
芸
き
く
ち
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こ
ん
な
苦
情
・
相
談
を
お
持
ち
の

人
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
専
門

委
員
が
適
切
に
対
処
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談

○
夫
や
妻
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
に
悩
ん
で
い
る
。

○
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
て
い
る
。

○
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が

ら
せ
を
受
け
て
い
る
。

苦
情

○
市
が
実
施
す
る
施
策
で
男
女
共
同

参
画
の
推
進
を
阻
害
す
る
と
思
わ

れ
る
施
策
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要

望
な
ど

※
た
だ
し
、
判
決
や
裁
判
な
ど
に
よ

り
確
定
ま
た
は
係
争
中
の
事
案
な

ど
は
調
査
し
ま
せ
ん
。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員

○
古
田
哲
朗
氏
（
偶
数
月
担
当
・
弁

護
士
）

○
竹
下
元
子
氏
（
奇
数
月
担
当
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
熊
本
代
表
）

相
談
日　

第
３
金
曜
日
の
午
後
１
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

相
談
場
所　

菊
池
市
中
央
公
民
館
２

階
会
議
室

申
し
出
が
で
き
る
人　

菊
池
市
在
住
、

ま
た
は
在
勤
、
ま
た
は
在
学
の
人

申
し
出
時
に
必
要
な
も
の　

申
出
書

の
提
出
（
申
出
書
は
菊
池
市
役
所
２

階
男
女
共
同
参
画
推
進
室
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

今
後
の
開
催
日

○
弁
護
士
担
当　

12
月
19
日
（
金
）、

２
月
20
日
（
金
）

○
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
担
当　

１
月
16
日

（
金
）、
３
月
19
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

高
齢
者
な
ど
を
１
年
以
上
自
宅
で

介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
人
に
対
し

て
、在
宅
高
齢
者
等
介
護
者
手
当（
要

介
護
者
１
人
に
つ
き
年
額
12
万
円
）

を
支
給
す
る
こ
と
で
、
介
護
す
る

ご
家
族
の
精
神
的
負
担
や
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

家
族
介
護
慰
労
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
給
資
格
は
次
の
と
お
り
で

す
。詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切
日　

平
成
21
年
１
月
31
日

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、

要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

る
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

在
宅
の
高
齢
者
で
あ
っ
て
、
平

成
19
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
９
月
30
日
ま
で
の
１
年
間
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
年
間
１

週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
を
除
く
）
を
受
け
な

か
っ
た
高
齢
者
を
、
１
年
以
上

自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
。

※
１
年
以
上
自
宅
で
介
護
し
て

い
る
人
と
は
、
年
間
３
カ
月

以
上
入
院
や
入
所
な
ど
が
な

く
、
自
宅
で
介
護
を
し
た
人

で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

こ
の
体
操
は
、
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
後
に
行

い
ま
す
。
次
の
日
に
疲
れ
を
残
さ
な

い
こ
と
や
、
筋
肉
を
痛
め
な
い
た
め

に
大
切
で
す
。
心
と
体
を
落
ち
着
か

せ
運
動
後
の
爽
快
感
を
味
わ
う
、
大

切
な
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

体
操
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
体
操
を
す
る
時
は
、
10
数
え

な
が
ら
行
い
ま
す
。
伸
ば
し
て
い
る

筋
肉
を
意
識
し
て
行
い
ま
す
。

き
く
筋

　

•
背
中
の
筋
肉

　

•
胸
の
筋
肉

　

•
肩
の
筋
肉

　

•
わ
き
腹
の
筋
肉

効　

果

○
肩
こ
り
・
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

○
胸
を
広
げ
る
こ
と
で
、
呼
吸
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

注
意
点

○
お
へ
そ
を
前
に
出
す
よ
う
に
、
骨

盤
を
ま
っ
す
ぐ
に
引
き
起
こ
し
ま

す
。

○
胸
は
、
で
き
る
だ
け
は
り
、
肘
は

し
っ
か
り
伸
ば
し
ま
す
。

○
体
を
倒
し
た
と
き
顔
は
下
を
向
か

ず
に
正
面
を
向
き
ま
す
。

○
椅
子
か
ら
お
尻
が
離
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

　　月：今年のインフルエンザ
　　火：最近のリウマチ事情
　　水：更年期をうまく乗り切ろう
　　木：なぜ入れ歯の清掃は
　　　　必要なのか
　　金：大腸ファイバー
土 /日：人工妊娠中絶のもたらすもの

 1２月の　　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

ご
存
知
で
す
か
？

家
族
介
護
慰
労
事
業

　新型インフルエンザは、その名の通り今までにない、
まったく新しいウイルスにより起こるインフルエンザの
ことです。新型インフルエンザウイルスは、動物、特に
鳥類にのみ感染していた鳥インフルエンザウイルスが、
ヒトに感染し、さらにヒトからヒトへ容易に感染するよ
う変異したものです。このウイルスにより起こる疾患を
新型インフルエンザと言います。

　鳥インフルエンザから新型インフルエンザ誕生の仕組
みは、左下図のように考えられています。
　新型インフルエンザは、ほとんどヒトが免疫を持って
いないことと、交通機関の発達などから短期間で広範囲
にまん延する可能性があります。急速な世界的大流行の
危険が現実的なものと考えられます。
◆予防の心がけ（通常のインフルエンザ予防と基本的に
同じです）
○手洗い、うがいを励行し、熱、咳、くしゃみなどの症
状があるときはマスクを着けましょう。
○栄養のある食事を心がけ、充分な睡眠を取り、体力と
抵抗力をつけておきましょう。
○食料品、日用品、医療品などを備蓄しておきましょう。
現在のインフルエンザ予防接種の効果は、期待できな
いと考えられています。予防法の詳細は、本紙16ペー
ジの「健康だより」を、日ごろの備えは、広報きくち
10月号 18ページを参照してください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

「新型インフルエンザ」とは

さ
あ
、
始
め
よ
う
！
長
寿

き
く
ち
ゃ
ん
体
操 

シ
リ
ー
ズ
㉗

〜
椅
子
編
〜

整
理
体
操

（
肩
と
わ
き
腹
）

　菊池市では生活習慣病を予防するための健康
づくり教室を開催します。実際に体を動かして
運動を体験する教室です。運動を通して健康づ
くりをしてみませんか！？
募集対象　菊池市民（病気療養中の人はご遠慮
ください）
と　き　平成 21 年１月 13 日（火）～３月
17日（火）午前９時～正午（第３期・全 10回）
ところ　菊池養生園、泗水体育館、総合体育館
定　員　30人※定員になり次第締め切りにな
ります。
参加料　1,500 円（食事代【２回分】220円、
試食代 80 円、施設使用料 200 円、血液検査
料 1,000 円）
申込期限　12月 19日（金）
申込方法　市役所窓口に置いている申請書に記
入・捺印の上、提出してください。
問い合わせ・申込先　健康推進課国保・医療給
付係、各総合支所民生課衛生福祉係

第3期菊池市健康づくり教室～いきいき養生塾～

男
女
共
同
参
画
苦
情
相
談

プログラム
回 と　き 内容（体験・学習） ところ

１ １/13（火）
開講式、体力測定、血液検査（検査
後軽食あり）
養生園竹熊医師による「養生講話」

養生園

２ １/20（火）

血液検査の結果と、生活習慣を振り
返ってみましょう。
ストレッチとやさしい筋力トレーニ
ング
野菜の小鉢の試食　食事でＬＤＬコ
レステロールを下げるコツ

養生園

３ １/27（火）
食事と運動のバランスと体重の「真
面目な」関係
わくわくエアロビクス体験

泗　水
体育館

４ ２/４（水）
どんどん脂肪が燃えるのに「酸素」
が必要なワケ
健康な身体をつくるウォーキング

養生園

５ ２/10（火）

「食べたら動こう！！」消費カロリー
クイズ
効果があがる　いきいきウォーキン
グ

養生園

６ ２/17（火） 器具を使った運動で健康づくり 総　合
体育館

７ ２/25（水）
養生劇場「こんなとき私なら・・・
食べる？」
家でできるステップ運動

養生園

８ ３/４（水）

筋肉ってなぁに？
筋力アップのためのお役立ち情報満
載
筋力トレーニングで筋肉量↑↑↑

養生園

９ ３/10（火） 血液検査（検査後軽食あり）ウォークラリー大会 菊池市内

10 ３/17（火）

血液検査の結果からこの２カ月を振
り返りましょう。
筋トレ・ウォーキングで 10 年後も
いきいき元気！
閉講式

養生園

※詳細は変更することがあります。

足
を
肩
幅
に
開
き
、
両
手
を
組
み
、
胸
を

は
っ
て
天
井
に
向
か
っ
て
伸
ば
し
、
顔
は

正
面
を
向
い
た
ま
ま
横
に
倒
し
ま
す
。

新型インフルエンザ
発生までの道筋

ヒトの体内で
遺伝子交雑し
ヒトに適応

鳥インフルエンザウイルス

ヒトのインフルエンザウイルス

新型インフルエンザウイルス

ヒトからヒトへ

ブタの体内で
遺伝子交雑し
ヒトに適応

ヒトの体内で
変異し
ヒトに適応

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
・
・
・

図）鳥インフルエンザと新型インフルエンザの関係

参加者募集
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年末・年始の

し尿収集休業日

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的

人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す

る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の
第
３

回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
、
今
年
で
採
択
60
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
関
係
機
関
な
ど
の
協

力
を
得
て
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日

と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を
訴

え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

●
強
調
事
項

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
寒
さ
も
増

し
て
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
油
を
こ
ぼ

し
た
り
、
多
量
に
流
し
て
し
ま
っ
た

り
し
て
、
川
に
油
が
流
出
す
る
事
故

が
増
え
て
き
ま
す
。

　

菊
池
市
で
は
、
河
川
な
ど
へ
の
油

流
出
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

水
質
事
故
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る

と
重
大
な
事
故
に
な
り
や
す
く
、
環

境
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
原
状
回
復
を
行
う
費
用
は

原
因
者
の
負
担
と
な
り
、
相
当
の
費

用
を
要
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
油
類

の
使
用
は
、
細
心
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

主
な
油
事
故
の
原
因

給
油
中
の
ミ
ス　

目
を
離
し
た
隙
に

油
が
あ
ふ
れ
た
。

給
油
バ
ル
ブ
な
ど
の
ミ
ス　

ド
レ
ン

バ
ル
ブ
を
閉
め
な
い
ま
ま
給
油
し
た
。

　
一
六
一
五
（
元
和
二
）
年
後
金
（
清
）

が
台
頭
し
、
一
六
四
四
（
正
保
二
）
年

に
は
、
明
は
清
に
滅
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
明
の
遺
臣
た
ち
は
、
祖
国
の

回
復
に
尽
力
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
国こ
く
せ
ん
や

姓
爺
合

戦
」
で
有
名
な
鄭て
い
せ
い
こ
う

成
功
（
一
六
二
四
〜

六
二
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
菊
池
に

明
の
遺
臣
袁
宏
道
（
生
歿
不
詳
）
が
伝

授
し
た
挿
花
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
蓮
如
上
人
と
の
お
出
会
い
か
ら

五
百
年
を
迎
え
た
西
覚
寺
」
は
、
菊
池

市
立
石
の
「
西
覚
寺
」
の
歴
史
と
歴
代

住
職
の
事
績
を
記
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
中
に
、
当
寺
に
保
管
さ
れ
た
袁
宏
道

が
記
し
た
大
明
神
宗
皇
帝
万
暦
四
十
五

（
一
六
一
七
、
元
和
三
）
年
の
『
東と
う
さ槎

日に
ち
ろ
く録
』（
写
本
が
）、
中
嶋
差
雲
斎
著
述

の
「
袁
中
郎
挿
花
口
伝
秘
受
相
伝
并
聞

書
」
や
関
係
古
文
書
な
ど
の
一
部
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

著
者
に
よ
る
と
、『
東
槎
日
録
』
は

「
九
世
了
定
（
一
七
〇
六
〜
九
〇
）
の

時
、
袁
宏
道
が
清
国
兵
に
追
わ
れ
、
更

衣
も
せ
ず
、『
宏
道
流
の
奥
伝
』
を
大

切
に
肌
身
に
巻
き
、
汗
と
汚
れ
に
ま
み

れ
、
虱し
ら
みに
た
か
ら
れ
て
、
逃
亡
の
悲
惨

な
旅
を
続
け
た
記
録
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、歴
史
的
な
整
合
性
か
ら
、

お
そ
ら
く
一
〇
〇
年
前
の
四
世
常
円
了

通
（
一
五
九
九
〜
？
）
の
頃
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、「
袁
中
郎
挿
花
口
伝
秘
受

相
伝
并
聞
書
」
に
は
、
正
し
い
「
挿

花
」
の
説
明
と
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
菊
池
市
内
立
石
の
「
西

覚
寺
」
本
堂
左
脇
に
、
明
治
三
十
三

（
一
九
〇
〇
）
年
九
月
建
立
の
「
宏

道
挿
花
紀
念
碑
」
に
あ
る
「
我
菊
池

郡
挿
花
ノ
濫ら
ん
し
ょ
う觴
ヲ
尋
ル
ニ
、
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
三
月
、

と
ん
だ
ん灘
渋
江
氏・

高
千
穂
微
雲
斎
（
良
勤
、
一
七
八
五
〜

一
八
四
六
）・
中
島
差
雲
斎
（
庄
左
右

衛
門
か
）ノ
三
氏
、宮
坂
先
師（
甲
斐
守
）

ニ
従
ヒ
、
挿
花
ヲ
学
ヒ
シ
ヨ
リ
、
微
雲

斎
同
門
ヲ
指
揮
シ
テ
漸
盛
ナ
リ
」（
筆

者
註
）
や
古
文
書
の
内
容
と
一
致
、
そ

の
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
江
戸
初
期
に
伝
わ
っ
た
袁
宏
道
の
華

道
（「
宏
道
流
挿
花
」）
が
、
江
戸
中
・

後
期
に
、「
西
覚
寺
」
を
中
心
に
菊
池

の
文
化
人
の
間
で
盛
ん
に
流
行
し
、
今

日
も
存
続
す
る
流
派
の
ひ
と
つ
で
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤　
　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉙

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

第　

回
人
権
週
間　

月
４
日
（
木
）
〜　

月　

日
（
水
）

世
界
人
権
宣
言　

周
年

43

育
て
よ
う  

一
人
一
人
の  

人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜

60

60

12

12

10

「宏道流挿花」の書籍類（西覚寺蔵）

　西部市民センターでは、市民一人ひとりが人
権問題について理解を深め、自らの意識を見つ
め直し、自らを啓発していくことを目的に、講
演会を開催します。
　市民の皆さんの多数の参加を、お待ちしてい
ます。
と　き　12月 18日（木）午後７時～
ところ　西部市民センター
講　師　等覚寺住職
　　　　泗水康一氏
演　題
　「私もあなたも尊いいのち」
問い合わせ先
　西部市民センター

問い合わせ先  ☎（23）1155
夢 美 術 館 情 報

●第４回　夫婦の手紙・絵手紙展
期間 :11 月 22日（土）～平成 21年 1月 26日（月）
　全国から応募された「手紙、絵手
紙」を展示します。
　 面と向かっては言えない言葉、
想いを手紙や絵手紙にしました。胸
にジンと迫る手紙や思わず笑顔がこ
ぼれる絵手紙。今年も力作が集まり
ました。
休館日　12月 30日（火）
開館時間　午前 9時～午後 6時
年末・年始の開館時間
• 12月 31日（水）　午前９時～午後４時
•１月１日（元日）　午前９時～午後５時
•１月２日（金）　午前９時～午後５時
•１月３日（土）　午前９時～午後６時※通常開館

　年末・年始のし尿収集の業務休業日は、12
月 28日（日）～１月４日（日）となります。
　菊池市では、月に１回のし尿収集を計画的に
行うことが原則となっています。収集予定日が
休業日にあたる地域では、予定日の前後に調整
して収集を行います。
　また、計画収集期間以外で緊急に収集が必要
な場合、12 月 24 日（水）午後５時までに電
話依頼があった分に関しては、12月 27日（土）
までに収集します。
　なお、緊急時以外は通常の計画で収集します。
電話依頼先
•菊池、七城、旭志、泗水（※富の原北区のみ）
　（有）旭衛生舎　☎（24）2181
•泗水（※富の原北区を除く）
　（株）セイブクリーン［旧菊池西部衛生（有）］
　☎ 096（242）0059
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより
問い合わせ先　わいふ一番館　�（24）6630

墨心会　川中菊代
期間:12月２日（火）
　　　　　　～12月14日（日）
 泉雄一先生のご指導の下、わきあ
いあいの中で絵心を楽しみながら描
きました。どうぞご来場ください。

墨心会水墨画展

　農地の売買や貸し借り、
転用（宅地ほか）などに
ついて、次のとおり相談日を設けます。相談は、
地元農業委員および農業委員会職員がお受けしま
す。どんなことでも結構です。お気軽にご相談く
ださい。
問い合わせ先　農業委員会

配
管
な
ど
の
破
損

•
作
業
中
に
油
用
配
管
を
傷
つ
け
た
。

•
配
管
が
腐
食
し
、
穴
が
空
い
て
い

る
の
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

不
法
投
棄　

不
要
に
な
っ
た
油
を
川

に
捨
て
た
。

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
・
・
・

○
給
油
す
る
と
き
は
目
を
離
さ
な

い
。

○
バ
ル
ブ
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確
認

す
る
。

○
油
の
量
を
確
認
す
る
。
油
の
減
り

が
い
つ
も
よ
り
多
い
場
合
は
、
配

管
か
ら
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す

る
。

○
作
業
時
に
は
配
管
な
ど
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

○
不
要
に
な
っ
た
油
は
処
理
業
者
に

処
理
を
依
頼
す
る
。

○
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
・
・
・

　

た
だ
ち
に
消
防
、
市
役
所
、
警
察

署
な
ど
に
連
絡
し
、
指
示
を
受
け
な

が
ら
、
土
の
う
な
ど
で
油
の
拡
散
を

防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
機
関

•
菊
池
市
役
所
環
境
課
、
各
総
合
支

所　

☎
（
25
）
７
２
１
７

•
菊
池
広
域
連
合
北
消
防
署

　

☎
（
25
）
３
０
５
３

•
菊
池
広
域
連
合
西
消
防
署

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
１
１
１
５

•
菊
池
警
察
署

　

☎
（
24
）
０
１
１
０

•
熊
本
県
菊
池
保
健
所

　

☎
（
25
）
４
１
３
５

写友さくら　鶴長広志
期間:12月16日（火）～平成21年１月18日（日）
　今回、私たちは季節の宝を素材にした写真作品を集め
てみました。ぜひともご覧ください

三つ巴写真展

年末・年始の休館日・開館時間
•12月29日（月）～１月３日（土）　休館日
•１月４日（土）　午前９時～午後５時※通常開館

と　き ところ
12月５日（金）
 午前９時～正午
 午後１時～午後４時

本庁農業委員会

12月 10日（水）
 午前９時～正午

旭志総合支所
産業振興課

「人権啓発講演会」を開催します
入場無料

農地相談日

袁え
ん　

宏こ
う
ど
う道

　
明
の
遺
臣
の

伝
え
た
挿
花オイルフェンスの設置訓練

油
の
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

平成20年度人権週間
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　県と市町村では、差し押さえた物件（家電製品や日
用品類など）を、次のとおり２日間にわたり公売します。
購入を希望する人は、この機会に、ぜひご参加ください。
と　き　12 月 11 日（木）・12 日（金）いずれも午後
１時 30分開場
ところ　益城町総合体育館（益城町木山 236）
公売物件　約 1,000 点（予定）
公売方法　入札や競り売りによります。なお、公売物件
の引き渡しは、買受代金納付時の現況で行います。
当日必要なもの
○印かん（認め印で可。法人の場合は代表者印）
○購入代金（入札金額および消費税）
○本人が確認できるもの（免許証、保険証など）
○委任状（代理人が入札する場合）
その他　公売前に滞納税が完納された場合などは、公売
中止になることがあります。
問い合わせ先
　熊本県税務課地方税徴収特別対策室
　☎ 096（333）2099
　または　菊池市税務課収納対策室

　菊池市が発注する物品など（工事・委託関係は除
く）に関する入札に参加を希望する場合は、指名願
いの提出が必要となります。
申請書の受付など
提出方法　持参または郵送でお願いします。
受付期間　平成 21年１月５日（月）～２月６日（金）
※土・日・祝祭日を除きます。
※郵送分も期限内必着でお願いします。
受付時間
　午前８時 30分～正午、午後１時～午後５時
受付場所　菊池市役所財政課管財係（本庁 2階）
郵送先　〒 861‐1392　菊池市隈府 888番地
　　　　菊池市役所　財政課管財係
申請の有効期間
　平成 21年４月１日～平成 23年３月 31日
※有効期間は原則２年間ですが、必要が生じた場合
は、延期または短縮を行うことがあります。

申請書および申請の手引きなどの配布場所
　菊池市役所財政課、各総合支所総務振興課にお越
しいただくか、菊池市ホームページ（http://www.
city.kikuchi.kumamoto.jp）からダウンロードし
てください。できるだけ市ホームページからのダウ
ンロードにご協力ください。
　提出書類の一覧や記入方法などを記した「申請の
手引き」、「作成要領」をよくご覧の上、記入してく
ださい。
その他
　申請後の審査で、菊池市工事入札参加者格付要綱
を準用しますので、申請者が第２条および第３条に
該当する場合は、欠格および除外となりますので、
十分ご注意ください。
　第２条および第３条の条文は、市ホームページか
ら確認できます。
問い合わせ先　財政課管財係

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料

な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
支
払

先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額
な
ど

を
記
載
し
た
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調

書
な
ど
（
以
下
は
「
法
定
調
書
」
と

言
い
ま
す
）
を
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
定
調
書
は
、
利
子
、
配
当

な
ど
の
一
部
を
除
き
、
１
年
間
の
支

払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出
す
る
も

の
で
、
平
成
20
年
中
の
支
払
に
係
る

法
定
調
書
の
提
出
は
、
平
成
21
年
２

月
２
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
記
載
誤
り
の
な
い
よ
う
正

確
に
記
載
し
、
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
定
調
書
の
提
出
は
、「
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
【h

ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.

n
ta
.g
o
.jp

】）」
を
利
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

　

法
定
調
書
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

し
て
提
出
す
る
た
め
の
手
続
な
ど
の

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、税
務
署
（
資
料
情
報
担
当
）

に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

※
自
動
音
声
案
内

　

現
在
、
消
費
税
の
免
税
事
業
者
で
、

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

な
ど
に
お
い
て
、
消
費
税
の
課
税

売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え
た
人
は
、

平
成
21
年
分
は
消
費
税
の
課
税
事
業

者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、「
消
費
税
課
税
事
業

者
届
出
書
」
を
速
や
か
に
納
税
地
の

所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
分
が
課
税
事
業

者
と
な
る
人
で
、
新
た
に
簡
易
課
税

制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

（
平
成
19
年
分
の
消
費
税
の
課
税
売

上
高
が
５
千
万
円
以
下
の
人
に
限
ら

れ
ま
す
）
は
、「
消
費
税
簡
易
課
税

制
度
選
択
届
出
書
」
を
平
成
20
年
中

（
12
月
31
日
ま
で
）
に
納
税
地
の
所

轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を

受
け
た
人
は
、
事
業
を
廃
止
し
た
場

合
を
除
き
、
２
年
間
以
上
継
続
し
た

後
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
適
用
を
や
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
（
25
）
２
１
２
１

※
自
動
音
声
案
内

法
定
調
書
の
提
出
は

2
月
2
日（
月
）ま
で

個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

消
費
税
の
届
出
書
の
提
出

は
お
済
み
で
す
か
？

公共事業入札の公表
●入札（開札）日：10月９日

件　名
工事
（履行）
場所

落札者

落札額
（税込・円）

落札率
指名
業者
数

事　業
担当課予定価格

（税込・円）
平成20年度亘甲森
２号線道路改良工事
（１工区）

今外 ㈱荒木建設
33,285,000 

97.0% 11 土木課
34,325,000 

平成 20年度亘甲森
２号線道路改良工事
（２工区）

今外 ㈱竹﨑建設
27,510,000 

96.6% 10 土木課
28,478,000 

平成 20 年度塚原原線
道路改良工事１工区 四町分 ㈲福田建設

19,215,000 
99.4% 8 土木課

19,336,000 

平成 20 年度百把田地
区配水管布設工事 豊間 ㈲木野設備

19,565,700 
96.0% 10 水道局

20,386,000 

●入札（開札）日：10月 10日
平成 20 年度菊池北小
学校区放課後児童健全
育成クラブ施設建築工
事

隈府 ㈱丸和建設
13,335,000 

98.7% 9 子育て
支援課

13,513,000 

●入札（開札）日：10月 24日
平成 20 年度今出田線
道路改良工事 今 ㈱角田産業

10,836,000 
98.8% 8 土木課

10,973,000 

平成 20 年度大琳寺木
庭橋線舗装工事 大琳寺 ㈱八方建設

37,695,000 
97.5% 13 維持課

38,659,000 

※その他の入札結果は、菊池市ホームページおよび菊池市役所総務課で
閲覧できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

　

農
業
用
機
械
に
使
用
す
る
軽
油
の

免
税
に
は
、「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」

（
２
年
毎
に
更
新
）お
よ
び「
免
税
証
」

（
１
年
毎
に
更
新
）
が
必
要
で
す
の

で
、
軽
油
引
取
税
の
免
税
を
希
望
す

る
人
は
、
必
ず
次
の
と
お
り
交
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日

単
独
で
申
請
す
る
人　

平
成
21
年
１

月
６
日
（
火
）
〜
９
日
（
金
）

共
同
で
申
請
す
る
人　

平
成
21
年
１

月
15
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く

受
付
場
所　

熊
本
県
菊
池
総
合
庁
舎

１
階
第
４
会
議
室

◆
免
税
軽
油
使
用
者
証
関
係

①
免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

②
誓
約
書
③
免
税
軽
油
使
用
者
証
④

耕
作
証
明
書
（
農
業
委
員
会
発
行
）

⑤
免
税
機
械
の
所
有
・
使
用
証
明（
市

町
税
務
課
発
行
）
⑥
免
税
機
械
の

写
真
（
１
台
に
つ
き
、
前
・
後
・
横

か
ら
合
計
３
枚
撮
影
）
⑦
印
鑑
（
法

人
は
登
記
所
に
提
出
済
の
代
表
者

印
、
個
人
は
認
め
印
で
可
）
⑧
手
数

料
（
５
０
０
円
分
の
収
入
証
紙
）

⑨
免
税
機
械
の
リ
ー
ス
契
約
書
な
ど

⑩
農
作
業
受
委
託
証
明
願
（
農
業
委

員
会
発
行
）

※
⑨
・
⑩
は
該
当
者
の
み

◆
免
税
証
関
係

⑪
免
税
証
交
付
申
請
書
⑫
免
税
軽
油

の
引
取
り
等
に
係
る
報
告
書
⑬
免
税

証
交
付
申
請
書
付
表
１
⑭
免
税
証
交

付
申
請
書
付
表
２
⑮
免
税
軽
油
所
要

数
量
計
算
明
細
書
⑯
未
使
用
の
免
税

証◆
本
人
確
認
書
類

⑰
申
請
者
本
人
を
確
認
す
る
書
面

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

注
意
事
項

•
新
規
申
請
の
場
合
、
必
ず
本
人
ま

た
は
法
人
代
表
者
が
来
局
し
て
く

だ
さ
い
。

•
必
要
書
類
に
は
ペ
ン
で
記
入
し
て

く
だ
さ
い
（
鉛
筆
書
き
は
認
め
ま

せ
ん
）。

•
免
税
証
交
付
申
請
書
付
表
２
に
は

販
売
店
証
明
印
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

•
新
規
申
請
の
場
合
、「
耕
作
予
定

表
」
を
作
成
し
ま
す
の
で
、「
作

物
名
」「
作
付
面
積
」「
機
械
の
名

称
と
馬
力
」
を
把
握
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

•
受
付
日
当
日
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
担
当
者
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
菊
池
地
域

振
興
局
税
務
課
課
税
係

　

☎
（
25
）
４
１
２
４

●相談
と　き　12月 16日（火）
　　　　午前９時 30分～午後０時 30分
　　　　午後１時 30分～午後４時 30分
ところ　くまもと県民交流館パレア　会議室１
方　法　相談者１人または１組につき、30分程度
の面談を行います。
担当者　•債務返済に関する法律相談
　　　　　熊本県弁護士会推薦の弁護士
　　　　•債務返済と家計管理に関する相談
　　　　　消費生活アドバイザーなど
●予約
受付期間　12 月８日（月）～ 12 月 11 日（木）
のいずれも、午前９時 30分～午後０時 30分 / 午
後１時 30分～午後４時 30分
予約番号
　☎ 0120（666）528（フリーダイヤル）
受付定員　先着 24人
問い合わせ先　日本クレジットカウンセリング協会
福岡支部　☎ 092（739）8108

第2回県・市町村合同公売会を開催します
弁護士が無料で相談に応えます（予約制）

●市県民税第４期
●国民健康保険税第６期
※口座振替を利用している人は、12 月
25 日（木）に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

12月の「税」の納期限
12月25日（木）
問い合わせ先　税務課

軽
油
引
取
税
の
免
税
手
続
き
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す　
　

必要書類
免税経由使用者証
の有効期限

軽油引取税の免税手続きに
必要な書類

（新規）
①、②、④～⑪、⑰（④⑤
⑥⑦⑰は事前に準備してく
ださい）

H21. ２.28 まで
①～⑰（③～⑦、⑫～⑰は
事前に準備してください）

H22. ２.28 まで
⑪～⑰（事前に準備してく
ださい）

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
重
要
な
お
知
ら
せ
で
す
。

多重債務の返済でお困りの人へ

平成21・22年度の 「物品等指名願い」の受付を行います
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第
4
回
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

　

菊
池
市
花
房
台
地
に
は
、
今
も
な

お
給
水
塔
を
は
じ
め
、
格
納
庫
な
ど

多
く
の
戦
争
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
63
年
、
戦
争
記
憶
の
風
化

が
叫
ば
れ
る
中
、
今
年
４
月
に
「
郷

土
菊
池
で
の
戦
争
の
実
相
を
知
り
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
、

花
房
飛
行
場
に
残
さ
れ
た
戦
争
遺
産

を
通
し
て
、
後
世
に
伝
え
よ
う
」
と

こ
の
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
「
菊
池
市
地
域
づ
く
り
活
動

事
業
」
助
成
を
受
け
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。　

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

12
月
７
日
（
日
）

受
付
開
始　

午
前
10
時

開　

場　

午
前
10
時
20
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

富
原
保
育
園
大
教
室
（
泗

水
町
吉
富
１
７
５
‐
46
）

※
自
家
用
車
で
お
越
し
の
人
は
、
園

庭
に
順
次
駐
車
く
だ
さ
い
。

内　

容

演　

題　
「
熊
本
の
近
代
化
遺
産
と

花
房
飛
行
場
」

講　

師　

幸
田
亮
一
氏
（
熊
本
産
業

遺
産
研
究
会
事
務
局
長
、
熊
本
学
園

大
学
教
授
）

問
い
合
わ
せ
先

　

花
房
飛
行
場
の
戦
争
遺
産
を
未
来

に
つ
た
え
る
会
（
富
原
保
育
園
内
）

　

☎
（
38
）
２
２
５
２

　

広
報
き
く
ち
９
月
号
で
紹
介
し
た
、

特
集
「
神
様
に
な
っ
た
警
察
官
増
田

敬
太
郎
物
語
」
の
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

●
増
田
敬
太
郎
さ
ん
の

　

生
誕
地
の
標
記

誤
（
×
）
明
治
２
年
８
月
、
当
時
の

泗
水
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

正
（
○
）
明
治
２
年
８
月
、
当
時
の

合
志
郡
竹
迫
手
永
古
閑
村
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

•
参
考
文
献　

泗
水
町
史

花
房
飛
行
場

市
民
講
演
会
参
加
者
募
集

（
参
加
費
無
料
）

お
わ
び
と
訂
正

と　き　12月７日（日）
　　　　午後１時 30分開場 /午後２時開演
ところ　泗水ホール
入場料（全席自由）　大人 1,000 円（当日 1,300 円）
高校生以下 500円（当日 800円）
プレイガイド　菊池市文化会館・菊池市中央公民館・
七城公民館・旭志公民館・泗水公民館・フォト &バ
ラエティー（マルショク泗水店内）・鶴丸市場店内
主　催　菊池市市民会館
問い合わせ先　菊池市文化会館　☎（24）1101

構成・演出・振付 /関矢 幸雄
音楽・楽器指導 /クニ 河内

平成20年度
菊池市教育委員会
指定自主事業

　

熊
本
県
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
な
ど
、
既
成
市
街
地
の
課
題
に

取
り
組
む
人
々
（「
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
」）
を
養
成
す
る
連
続
講
座

「
く
ま
も
と　

ま
ち
育
て
塾
」を
現
在
、

菊
池
市
で
開
催
中
で
す
。

　

第
４
回
の
講
座
は
「
ま
ち
を
育
て

る
方
法
を
学
習
す
る
」
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
講
師
を
お

迎
え
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
連
続
講
座
の
受
講
生
だ

け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
県
民
・
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
由

に
参
加
し
、
聴
講
で
き
る
公
開
講
座

で
す
。

と　

き　

12
月
13
日
（
土
）

午
前
９
時
55
分
〜
午
後
４
時
10
分

と
こ
ろ　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

※
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人

は
、ど
な
た
で
も
参
加
自
由
で
す
。

●
講
演
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
午
前
10
時
〜
正
午

　

講
師　

写
真
家
・
藤
田
洋
三
氏

•
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

講
演　

阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
局
長
・
坂
元
英
俊
氏

•
午
後
２
時
40
分
〜
午
後
４
時
10
分

　

講
演　
（
株
）
福
田
農
場
ワ
イ
ナ

リ
ー
代
表
取
締
役
社
長
・
福
田
興

次
氏

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
都
市
計
画

課
市
街
地
開
発
係

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
２
２

　

菊
池
市
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

と　

き　

12
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

集
合
場
所　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー

内　

容　

葉
っ
ぱ
で
ア
ー
ト
（
葉
っ

ぱ
絵
画
）

指
導
者
な
ど　

Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
専
門
検
査

員　

原
山
洋
士
氏
ほ
か

募
集
対
象　

小
学
生
（
家
族
も
参
加

可
能
）
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

必
要
な
物　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

帽
子
、
軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

応
募
方
法　

12
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
次
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
可
能
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
Fax
（
25
）
５
６
０
０

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
夢
を
葉
っ

ぱ
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
キ
ッ
ド
自
然
探
検
教
室
〜

目的　◆原油価格高騰に伴う事業者および市民生活
の安定化

　　　◆地元でのお買物運動。消費者の市外への流
失防止、地産地消の促進

地域通貨の販売
　12 月１日（月）～２万部
　平成 21年２月１日（日）～１万部
※ただし、発行予定額を超えたら販売を終了します。
※一人当たり５万円を販売限度額とします。　　　
地域通貨の使用
　12月１日（月）～平成 21年３月 31日（火）
※ 500円単位で使用し、お釣りは出しません。　

販売場所
　菊池市役所商工観光課、菊池市各総合支所、きく
ち観光物産館、道の駅七城メロンドーム、道の駅旭
志ふれあいセンター、道の駅泗水養生市場
※菊池市役所本庁、各総合支所は、土・日・祝祭日
を除きます。　
利用できる店舗など　
　菊池市内の取扱店舗など（販売場所に置いてある
取扱店一覧表をご覧ください）
問い合わせ先
　菊池市地域通貨実行委員会事務局
　（菊池市役所商工観光課内）

菊池市地域通貨

5,000円で5,500円分のお買物
ができる地域通貨（500円券11枚
綴り）を12月１日から販売・使用
開始します。

10%の　　　
おまけ付き

「一会」を購入した人の中から、
抽選で菊池市の特産品が
当たるお楽しみプレゼントを
実施します。

プレゼント
お楽しみ

緊急経済対策 !

　最近の原油価格などの高騰に伴う、燃油・
飼料・原材料費などの上昇の影響を緩和し、
地域経済の活性化に寄与することを目的と
して、事業者の皆さんを対象に緊急支援を
行います。
対象者　次のすべての条件を満たす事業者
•菊池市に住所を有する者、または菊池市
に本所を置く事業所
•平成 20年度固定資産税の償却資産の課
税標準額が 150万円以上であること（償
却資産に対して課税されていること）
•平成 20年度固定資産税を下記の申請ま
でに完納していること
内　容　平成 20年度固定資産税に係る償
却資産対象分の 20%額を地域通貨（一会）
として交付します。ただし、上限額は 10
万円までです。
　交付を受けるには、申請が必要になりま
す。
申請方法　市所定の申請書に記入の上、税
務課または各総合支所税務出張所へ申請し
てください。
申請期間　12月８日（月）
　　　　　～平成 21年２月 27日（金）
問い合わせ・申請先　税務課固定資産税係

※
主
な
著
書
・
論
文　

▼
著
書
「
肥

後
学
講
座
」（
共
著
）
熊
日
出
版　

２
０
０
６
年
▼
著
書
「
熊
本
県
産
業
経

済
の
推
移
と
展
望
」（
共
著
）
日
本
評

論
社
２
０
０
１
年
▼
論
文
「
熊
本
・
九

州
の
産
業
遺
産
を
め
ぐ
る
動
向
と
課

題
」「
産
業
経
営
研
究
」
熊
本
学
園
大

学
附
属
産
業
研
究
所　

第
25
号
ほ
か

原油価格などの高騰に伴う
緊急支援を行います

事業者の皆さんを対象に
菊池市地域通貨（一会）を交付します

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

に
よ
り
、
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

教
養
学
部

•
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

•
選
択
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

•
全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

大
学
院

•
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

•
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間　

12
月
15
日
（
月
）

　

〜
平
成
21
年
２
月
28
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ
・資

料
請
求
（
無
料
）
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.u
-a
ir.a
c
.jp

放
送
大
学
4
月入

学
生
募
集

ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座「
く
ま
も
と 

ま
ち
育
て
塾
」

参加費
無　料
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★

★

★★ ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

★
★★

★

★

★
★

★

★
菊
池
本
所

立　

町　
　

有う

ど

う働　

公き
み
の
り紀

（
亡
母　
　
　
　

ヤ
ツ
ヨ　

82
歳
）

大　

塚　
　

古こ

ざ

い財　

成せ

い

こ子

（
亡
母　
　
　
　

カ
ツ
エ　

103
歳
）

熊
本
市　
　

村む
ら
か
み上　

誠せ
い
い
ち一

（
亡
弟　
　
　
　
　
　

章
あ
き
ら　

63
歳
）

立　

石　
　

原は
ら　

千ち

よ

こ

代
子

（
亡
弟　
　

村む
ら
か
み上　

一か
ず
ゆ
き幸　

57
歳
）

今　
　
　
　

木き
の
し
た下　

春は

る

か佳

（
亡
母　
　
　
　

ト
キ
エ　

92
歳
）

片　

角　
　

緒お

が

た方　

光み
つ
あ
き明

（
亡
母　
　
　
　

ユ
キ
子こ　

85
歳
）

熊
本
市　
　

笹さ
さ
も
と本　

越え

つ

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

桂け
い
す
け介　

41
歳
）

柿
木
平　
　

今い
ま
む
ら村　

芳よ
し
の
ぶ信

（
亡
妻　
　
　
　
　

睦む

つ

め女　

71
歳
）

栄　

町　
　

宗そ
う　

　

文ふ

み

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

晋し
ん
い
ち一　

72
歳
）

柿
木
平　
　

関せ
き
ぐ
ち口　

一か
ず
よ
し義

（
亡
子　
　
　
　
　

義よ
し
く
に邦　

46
歳
）

塚　

原　
　

元も
と
む
ら村
ヨ
シ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

栄え

い

じ次　

88
歳
）

名
古
屋
市　

冨と

み

た田　

幸ゆ

き

お夫

（
亡
父　
　
　
　
　

政ま
さ
ゆ
き行　

84
歳
）

塚　

原　
　

元も
と
む
ら村　

房ふ

さ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　

善ぜ
ん
じ
ろ
う

次
郎　

80
歳
）

南
古
閑　
　

宮み
や
も
と本　

信の

ぶ

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

良よ
し
あ
き明　

82
歳
）

長　

六　
　

宮み
や
も
と本

敬け
い
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
母　
　
　
　

サ
ズ
子こ　

76
歳
）

七
城
支
所　

間　

所　
　

瀨せ

た田
キ
ク
ヨ　

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

直
す
な
お　

93
歳
）

清　

水　
　

岩い
わ
し
た下　

英え
い
い
ち一

（
亡
母　
　
　
　
　

ア
ツ　

90
歳
）

山　

崎　
　

緒お

が

た方　

サ
ヨ

（
亡
夫　
　
　
　
　

長ち
ょ
う
ぞ
う藏　

92
歳
）

菰　

入　
　

美び

れ

い麗　

久ひ

さ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

一か
ず
と
も友　

78
歳
）

旭
志
支
所

尾　

足　
　

桐き
り
は
ら原　

聖せ

い

じ二

（
亡
母　
　
　
　

ツ
ル
コ　

94
歳
）

小　

川　
　

米よ

ね

だ田　

信の
ぶ
ゆ
き幸

（
亡
父　
　
　
　
　

民た

み

お雄　

85
歳
）

高　

柳　
　

下し
も
か
わ川　

妙た

え

こ子

（
亡
母　
　
　
　

チ
カ
エ　

86
歳
）

岩　

本　
　

岩い

わ

ね根　

順じ
ゅ
ん
こ子

（
亡
母　
　
　
　
　

淑し
ゅ
く
こ
う幸　

91
歳
）

泗
水
支
所

佐　

野　
　

安や
す
た
け武　

政せ
い
ど
う道

（
亡
母　
　
　
　
　

榮え

い

こ子　

73
歳
）

福
本
一　
　

齊さ
い
と
う藤　

賢け
ん
す
け祐

（
亡
父　
　
　
　
　

賢け

ん

ご吾　

81
歳
）

岡　
　
　
　

松ま

つ

だ田　

節せ

つ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

直な
お
ゆ
き行　

84
歳
）

永
出
分　
　

塚つ
か
も
と本　

文ふ
み
ひ
ろ博

（
亡
父　
　
　
　
　
　

堅
か
た
し　

85
歳
）

富
出
分　
　

梶か
じ
は
ら原　

　

修
お
さ
む

（
亡
母　
　
　
　

ふ
ぢ
ゑえ　

94
歳
）

糠　

泉　
　

明あ
き
な
が永　

　

勝
ま
さ
る

（
亡
母　
　
　
　

ア
ツ
子こ　

74
歳
）

久
米
一　
　

福ふ
く
お
か岡　

睦む

つ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

智ち

せ

い成　

78
歳
）

佐
さっさ

々　季
ときや

也くん
（１歳 　 大柿）
父・和也さん　母・知紗さん

○菊

H17年
12月29日
生まれ後

ごとう

藤　悠
ゆうま

槙くん
（３歳 　 原細永）
父・涼さん　母・真知子さん

笑
顔
が
カ
ワ
イ
イ
、

ワ
ガ
マ
マ
坊
や
で
す
。

○菊

H17年
12月13日
生まれ中

なかしま

島　萌
も か

花ちゃん
（３歳 　 富の原中央）
父・健一さん　母・里花さん

し
っ
か
り
お
姉
ち
ゃ
ん

が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

○泗

H19年
12月11日
生まれ坂

さかた

田　望
み う

羽ちゃん
（１歳 　 雇用促進住宅）
父・達彦さん　母・靖子さん

は
ー
く
ん
、大

好
き
♥

○七

H18年
12月15日
生まれ池

いけだ

田　愛
あいり

梨ちゃん
（２歳 　 富の原西）
父・圭一さん　母・仁美さん

お
手
伝
い

上
手
に
で
き
る
よ
。

○泗

12
月
の
民
生
児
童
委
員
相
談

　

菊
池
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会
で
は
、
民
生
児

童
委
員
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持

つ
人
な
ら
誰
で
も
ど
ん
な
問
題

で
も
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
児
童
委
員
相
談

日
程
・
場
所

　

４
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

11
日
（
木
）

　
　
　
　
　

菊
池
市
福
祉
会
館

　

18
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

25
日
（
木
）
旭
志
公
民
館

　

１
月
８
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

民
生
児
童
委
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所

　
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

•
七
城
支
所

　
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
公
民
館
）

☎
（
37
）
３
１
１
１

•
泗
水
支
所

　
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し10

月
31
日
（
金
）
現
在

　本紙に掲載中の「ハッピー・バースデー」では、平成
21年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもさんの
写真を募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月５日（５日が休日の場
合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコメントを添えて、菊池市
役所本庁または各総合支所の広報担当まで申し込んでくだ
さい（写真は後日持参でも可）。

H18年
12月４日
生まれ藤

ふじかわ

川　尚
なおと

士くん
（２歳 　 亘）
父・裕二さん　母・亜紀さん

ま
す
ま
す
や
ん
ち
ゃ

に
な
り
ま
し
た
。

ね
え
ね
、大
好
き
♥ H18年

12月８日
生まれ梶

かじわら

原　和
かずとし

敏くん
（２歳 　 中西寺）
父・健次郎さん　母・由紀子さん

俊
佑
・
泰
成
兄
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

○菊

H19年
12月４日
生まれ越

おおい

猪　陽
はる

くん
（１歳 　 東原）
父・直樹さん　母・由香子さん

○菊

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

じ
ぃ
じ
★
ば
ぁ
ば
、

大
好
き
♥H19年

12月18日
生まれ

悪
ガ
キ
な
ボ
ク
も
、

も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん

に
な
る
よ
♥

H19年
12月29日
生まれ水

みずかみ

上　翔
と わ

暖くん
（１歳 　 姫井）
父・英和さん　母・映三子さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
、

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

大
好
き
♥

○旭

H18年
12月21日
生まれ浪

なみべ

邉　志
しおり

織ちゃん
（２歳 　 田島一）
父・隆晴さん　母・美加さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、ば
ぁ
ち
ゃ
ん
、

ね
ぇ
ね
、い
つ
も
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

○泗

H17年
12月14日
生まれ永

ながた

田　英
ひでとし

寿くん
（３歳 　 南住吉）
父・和洋さん　母・寿美さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、

２
人
と
も
長
生
き

し
て
ね
。

○泗

H18年
12月８日
生まれ狩

かりの

野　未
み う

羽ちゃん
（２歳 　 桜山七）
父・健太郎さん　母・千江さん

お
歌
と
ダ
ン
ス
が

大
好
き
で
す
♥

○泗

12月７日
（日）

清原医院（内・小・放） 菊池市 （38）2106
福田医院（耳・内・秘） 大津町 096（293）2771
内田整形外科医院（整・外・内）合志市 096（242）3333
堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455
原田歯科医院 合志市 096（242）3285

12月14日
（日）

古賀医院（内・小・循） 菊池市 （38）2222
宮本内科医院
（内・胃・循・リハ・放） 大津町 096（293）1700

山下胃腸科クリニック
（胃・内） 合志市 096（345）0600

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 （25）1071
まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

12月21日
（日）

七城うえの医院（内・小） 菊池市 （25）7070
山岡胃腸科内科（胃・内・肛）合志市 096（248）9001
光の森脳神経外科内科（脳外・
神内・内・放） 菊陽町 096（232）7711

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011
増永歯科医院 菊池市 （25）2285

　恒例の元旦マラソン大会を開催します。市民の皆さんのご参加を
お待ちしています。
と　き　平成 21年１月１日（祝）
受付会場　旭志総合支所駐車場　
受付時間　午前 10時～午前 10時 30分
参加資格　原則として市内在住の人
コース　３㎞コース・７㎞コース
表　彰　各コース男女上位３位まで表彰（参加者全員に参加賞）
参加料　子ども 100円（中学生以下）、大人 200円（高校・一般）
申込方法　当日、上記受付会場で受付時間内に申し込みをしてくだ
さい。
その他　本大会中における不慮の事故などは、１日保険の範囲まで
とし、それ以外は、全て本人の責任とします。
主　催　菊池市教育委員会・菊池市体育指導委員旭志支部
問い合わせ先　社会体育課

　子ども囲碁・将棋大会を開催いた
します。小・中学生なら誰でも参加
できます。ふるってご参加ください。
と　き　平成 21年１月５日（月）
　　　　午前９時開会
ところ　旭志公民館
　　　　（多目的研修センター）
表　彰　優勝、準優勝、３位まで賞
品があります。また、参加賞もあり
ます。
申込方法　12月 19日（金）までに、
教育委員会旭志分室教育課まで電話
で申し込んでください。
問い合わせ先　
　教育委員会旭志分室教育課

第37回旭志元旦
マラソン大会
参加者大募集

第14回子ども
囲碁・将棋大会
参加者募集（参加無料）

12月23日
（祝）

郷胃腸科内科クリニック
（内・胃・消・理） 菊池市 （38）2121

中野クリニック
（内・消・循・人） 菊池市 （25）5861

柴田整形外科（整・リハ・内） 合志市 096（346）5500
いしはら皮ふ科クリニック（皮）大津町 096（293）3003

12月28日
（日）

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 （25）2191
牧診療所（内・胃） 菊池市 （25）2317
菊陽台病院（整・内・消・リハ）菊陽町 096（232）1191
むさし眼科（眼） 合志市 096（248）6390
橋本歯科医院 菊池市 （38）6018

１月４日
（日）

いけざわこどもクリニック
（小） 合志市 096（242）6633

七城木村クリニック（内・皮） 菊池市 （26）9555
岩根胃腸科外科医院（外・胃）菊池市 （25）4230
たに耳鼻咽喉科アレルギー科
（耳・アレ） 菊陽町 096（233）3387

ハート歯科クリニック 大津町 096（294）6777

H17年
12月19日
生まれ坂

さかもと

本　蒼
そうてん

天くん
（３歳 　 富の原北）
父・伸一さん　母・あいさん

毎
日
が楽

し
い
な
ぁ
★

○泗

H19年
12月８日
生まれ坂

さかもと

本　想
そ わ

和ちゃん
（１歳）

お
兄
ち
ゃ
ん大

好
き
！！

だよ！わたしたちわたしたち だよ！兄妹兄妹
きょう だいきょう だい

○菊
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■人口：52,252人 （-13）

　男性：25,050人 （+４）

　女性：27,202人 （-17）

　世帯：17,769世帯 （+６）
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集
後
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編
集
後
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10月末の人の動き
（対前月比）

（再生紙使用）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat
１ ２ ３ ４ ５ ６
健康相談　
９:30 ～ 10:30
（受付）
アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～ 13:30
（受付）

育児教室
９:30 ～ 10:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

農地相談
９:00 ～ 12:00/
13:00 ～ 16:00
本庁農業委員会

７ ８ ９ 10 11 12 13
演劇
「気のいいイワン
と不思議な小馬」
13:30 開場／
14:00 開演

育児相談
９:30 ～ 10:30
（受付）
健康相談
９:30 ～ 10:30
（受付）

弁護士相談　
９:00 ～ 12:00
（要予約）、行政
相談　10:00 ～
12:00
社会保険出張相
談所開設
10:00 ～ 15:00

すくすくクラブ
（クリスマス帽子
作り）
10:30～
３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

農地相談　
９:00 ～ 12:00

３歳児健診　
13:10 ～ 13:30
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

14 15 16 17 18 19 20
第 31回菊池郡
市駅伝大会
９:00 ～

健康相談
９:30 ～ 10:30
（受付）

すくすくクラブ
（座・まりあの
おはなし会）
10:30 ～
２歳児歯科健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３歳児健診　
13:30 ～ 14:00
（受付）

弁護士相談
９:00 ～ 12:00
（要予約）、行政
相談　10:00 ～
12:00
３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）
人権啓発講演会
19:00 ～

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）
男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～ 16:30

21 22 23 24 25 26 27
健康相談
９:30 ～ 10:30
（受付）

１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

市役所仕事納め

28 29 30 31 １/ １ １/ ２ １/ ３
消防団夜間年末
警戒（巡視）

消防団夜間年末
警戒
べんりカー運休
日（～１/４まで）

消防団夜間年末
警戒

あいのりタクシー
運休日
（～１/２まで）

第 37回旭志元
旦マラソン大会
10:00 ～ 10:30
（受付）

１/４ １/ ５ １/ ６ １/ ７ １/ ８ １/ ９ １/10
市役所仕事始め 健康相談

９:30 ～ 10:30
（受付）
６・７カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

３・４カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室
菊池公園多目的グラウンド

七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
七城総合グラウンド
旭志総合支所
旭志多目的研修センター

旭志老人憩の家
旭志公民館
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール
泗水地域福祉センター

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所

七  公

菊多G

11
月
２
日
（
日
）
に
孔
子
公
園

で
あ
っ
た
泗
水
秋
ま
つ
り
（
孔
子

ま
つ
り
）
の
「
祭
孔
大
典
（
さ
い

こ
う
た
い
て
ん
）」
で
、
華
麗
な

舞
と
幻
想
的
な
音
楽
な
ど
を
披
露

し
た
有
志
た
ち
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
地
元
泗
水
中
学
校
の
生
徒
た
ち

で
、
本
番
ま
で
選
択
授
業
や
放
課

後
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

始
め
た
こ
ろ
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ

た
生
徒
た
ち
が
、
本
番
で
〝
魅
せ

た
〞
素
晴
ら
し
い
舞
台
。
カ
メ
ラ

を
向
け
る
自
分
の
手
に
も
思
わ
ず

力
が
入
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
一
人
と
し

て
、
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
受
け
継

い
で
も
ら
い
た
い
。

七多セ

12月の行事予定
旭  公

七総G

旭  公

泗福セ

泗　公泗支所

西部セ

健相室

西部セ

菊文館

菊中公

旭支所 菊文館

菊中公

泗　公

児童セ

七多セ

児童セ

泗　公

七総G 旭支所 七多セ

旭  公

西部セ

旭  公

旭支所

菊中公

菊文館

旭  公

泗　公 七多セ 西部セ

菊中公

西部セ

泗支所


